
論

説六

、

一

七
世
紀

ド
イ

ツ
に
お
け

「
ロ

ン

ド

ン

ーー

ア

ン

ト

ウ

ェ

ル

ペ

ン
枢

軸

」

る
イ
ギ
リ

ス
毛
織
物

の
輸

入

・
仕
上
げ

・
販
売

の
延
長

諸

田

實

目

次

は
じ
め
に

二「三

マ
ー

チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

に
よ
る
毛

織
物
輸
出

と

そ

の
輸

出
先
指
定

港

の
変

遷

ド
イ

ツ
の
指

定
港

に
お
け
る
イ

ギ
リ

ス
毛

織
物

の
輸

入
と
そ

の
仕

ヒ
げ

ド
イ

ツ
に
お
け
る

マ
ー
チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

居
住

・
特
権

・
取
引

は

じ

め

に

1

マ

ー

チ

ャ

ン

ト

・
ア

ド

ヴ

ェ

ン

チ

ャ

ラ

ー

ズ

ス
人

貿

易

商

)

O
嵩
叙

縣評
邸
Q
O
嵩
翫
嵩
僑
嵩
妹O
N
O
NO
鉢訟
点
、
O
瓢
鳥

本

稿

は

、

態

と

、

.
六

世

紀

後

半

か

ら

一
七

世

紀

初

め

に

か

け

て

、

ド

イ

ッ

へ
輸

入

さ

れ

た

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
染

色

・
仕

上

げ

、

販

売

の
実

(
ド
イ

ツ

へ
の
輸
出

を

「
独
占

」

し

て

い
た

「喬

織
物

輸
出
商

組

合
」

に
所
属

す

る
イ

ギ

リ

の

ド

イ

ツ
に

お

け

る

活

動

に

つ

い
て

、

バ

ウ

マ

ン

の
新

研

究

(≦
。
午

菊
ま

お
①
「

¢σ
磐

ヨ
雪

戸

§

邸

ミ
町
、
簿

§

融

》
§

§

欝
滝
、
。。

(嵩

軌
O
。。
ー
N
亀

O
。。
)
」
8
9

を

中

心

に
粗

描

し

た

ノ

ー

ト

で

あ

る

。

筆

者

が

こ

の

問

題

を

取

り

あ

げ

た
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の
は

、

こ

の
時
代

の
経

済
史

の
な

か

で
次

の
.
.
つ
の
問
題

が

、

バ

ウ

マ
ン
の
新

研

究

に

よ

っ
て
あ

る
程

度

ま

で
明

ら

か
に
さ

れ

た

か
ら

で

あ

る
。
は

じ

め
に

そ

の
点
を

、

研
究

史

に
関

連

づ
け

て
説

明

し

て

お

こ
う

。

e

一
六

世
紀

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は

、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア
と

ブ

リ

ユ

ッ

へ

(ブ
リ

ュ
ー
ジ

ュ
)
を

中

心

と
す

る

こ
れ

ま

で

の
遠

隔

地

問

の

商

業

シ

ス
テ

ム

(
い
わ
ゆ
る

一中
世
の
世
界
経
済
」
レ
ー
リ
ヒ
)
が
崩

れ
、

こ
れ

に
代

っ
て

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ベ

ン
を
中

心

と

す

る
商

業

(と
金

融
)

の
新

し

い
シ

ス

テ

ム
が
成

疏

す

る
が

、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
が

こ

の
新

し

い
シ

ス

テ

ム

の
中

心

と

し

て
国

際

的
貿

易

(と
金
融
)
セ

ン
タ

ー

へ
発

展
す

る
う

え

で
重

要

な
役

割
を

演

じ

た

の
は

、
ポ

ル
ト

ガ

ル
と

ス

ペ
イ

ン
が
獲

得

し
た
香

辛

料

そ

の
他

の
海
外

の
産
品

、

そ

の
対

価
と

し

て
重

要
性

を

ま

し
た

ド

イ

ツ
の
鉱
産
物

と

金
物

、

こ
れ
ら

と

な
ら

ん

で
、

と
り

わ

け

.
五
世

紀
後

半

か

ら
急
増

す

る

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

の
取
引

で
あ

っ
た

。

よ
く
知

ら
れ

て

い
る
よ
う

に
、

毛

織
物

は

.
五
世
紀

末

か

ら

.
九

世

紀
初

め

ま

で
一、一〇
〇
年

余

に
わ
た

っ

て
イ

ギ
リ

ス
の
最

重

要

な
輸

出
品

で
あ

っ
た

が

、
特

に

一
六
世

紀

に
は
、

そ

の
大

部
分

が

マ
ー

チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

に

よ

っ
て
未

仕

ヒ

げ

の
状
態

で
、

い
わ

ば
半

製

品
と

し

て

ロ
ン
ド

ン
か

ら

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン

へ
、

そ
し

て

一
圧

六
〇
年

代

に
低

地

地
方

に

反

乱

が
起

こ

っ
て

か

ら
は

ド

イ

ツ

(
エ
ム
デ
ン
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
、
シ

ユ
タ
ー
デ
)
と

低

地

地

方

(ミ
ド

ゥ
ル
ブ

ル
フ
、
デ
ル

フ
ト
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
、
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
)

の
諸
港

へ
輸
出

さ

れ

、

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
を

は
じ

め
低

地

地
方

と

ド

イ

ツ
の
諸

都
市

で
染

色

・
仕

上

げ
を

施

さ
れ

て
広

く
中

央

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
大

市

(お
お

い
ち
)
で
販

売

さ

れ

て

い
た
。

こ

の
イ
ギ

リ

ス
毛
織

物

輸
出

の
動
向

に

つ

い
て

は
、
す

で

に
船

山

栄

一
氏

が

イ

ギ

リ

ス
側

の
史

料

(
『関
税
会
計
録
』
)
に
も

と

つ

い
て

ヘ
コ

　

詳
細

に
明
ら

か

に
し

て

い
る

が
、
低

地

地
方

や
ド

イ

ツ
の
諸

港

へ
荷

揚
げ

さ
れ

て
か

ら

の
染
色

・
仕

上
げ

の
加

r
と

販
売

の
実

態

に

つ
い

て
は
、

な

お
不
明

な

部
分

が
残

さ

れ

て

い
る
。

以

ド

で
紹
介

す

る

よ
う

に

バ

ゥ

マ
ン
の
新

研
究

は
、

一
五
六

〇
年

代

か

ら

.
六

二
〇
年

代

ま

で

の
時
期

に

つ
い
て
、
ド

イ

ツ
の
諸

港

に
お
け

る
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
輸

入
量

、
輸

入
し

た
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

・
仕
ヒ

げ
加

工

と

販
売

の
実

態

と
ド

イ

ツ
の
内

陸

部

に
ま

で
進

出

し
た

マ
ー

チ

ャ

ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
活

動
を

、

イ
ギ

リ

ス
側

の
史

料

に
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3

加

え

て
ド

イ

ツ
側

の
史

料

を
使

っ
て
明

ら

か

に
し
た

も

の
で
、

こ
れ

に
よ

っ
て
、

こ
れ
ま

で
詳

細

に

つ

い
て
は
不
明

と

さ
れ

て
き

た
部

分

つ
ま

り
、

ド
イ

ツ
の
諸

港

へ
荷
揚

げ

さ

れ

て
か
ら

の
イ

ギ
リ

ス
毛

織

物

の
そ

の
後

の
流

れ

(染
色

・
仕
L
げ
加
L
と
販
売
)
が

あ

る
程

度

ま

で
明

ら
か

に
な

っ
た
。

そ

の
点

で
本

稿

は
、

」
六
世
紀

の
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

輸

出

に
お
け

る

「
ロ

ン
ド

ン

ーー
ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
枢

軸
」

を

明

ら
か

に
し

た
船

山

氏

の
研
究

の
延
長

線

L

に
あ

る
、
と

い
う

こ
と

も

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

口

,
方

、

本
稿

が
対
象

と
す

る

.
κ

六

〇
年

代

か

ら

、
六

、
、○
年

代

に
か

け

て

の
時

期

は
、
ザ

ク

セ

ン
か

ら

オ

ー

バ

ー

ラ

ウ
ジ

ッ

ツ
、
北

ボ

ェ
ー

メ

ン
お

よ

び

シ

ユ
レ

ー
ジ

エ
ン

(シ

ロ
ン
ス
ク
)
に

か
け

て

の
中
東

部

ド
イ

ツ
で
、
麻

織

物

の
買
付

に

お

い
て
問

屋
制

度

の
歴

史
L

独
自

の
形
態

と

さ

れ

る

「
ツ
ン

フ
ト
カ

ウ

フ
」

(N
=
藁

惹
三

。
鼻

号
『

貯
2
一爵
穿

Φ

=
Φ
冷
毎
躍

のく
Φ昌
『紹

)
が
成

疏

し

た
時
期

に

当

っ
て

い
る
。

こ

の
地

域

は
す

で
に
中

世
末

に
南

ド
イ

ツ
と
並

ぶ
麻

織
物

の
特

産

地

で
あ

っ
た

が

、

、
八
世

紀

に
か
け

て
ド

イ

ツ
屈
指

の

麻

織

物

生
産

地

に
発

展

し

、
そ

の
製

品

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
各

地

ば

か

り

で

な
く

西

ア

フ
リ
カ

や

ア
メ

リ

カ
新

大

陸

に
ま

で
輸

出

さ

れ

て

い

た

。
ち

な

み

に
、

一
八

世
紀

の
プ

ロ
イ

セ

ン

(ド
イ

ッ
)

の
最

重

要
輸

出

品

は

シ

ユ
レ

ー
ジ

エ
ン
製

の
麻

織

物

で
あ

る
。

こ

の
中
東

部

ド

イ

ッ
の
麻

織
物

生

産
地

で
は

、
ち

ょ
う

ど

そ

の
頃

、

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル

ク

や

ラ
イ

プ

ツ
ィ

ヒ

の
商

人

(麻
織
物
問
屋
)
が

こ

の
地
域

の
麻
織

工

ツ

ン

フ
ト
と

の
間

で
、

「
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

と
呼

ば

れ

る
資

金

の
前

貸

と

一
括

買

入

れ

11
納

入

の
契

約

を

結

ん

で
、

大
量

に
麻
織
物

を

買
付

け

、

こ
れ

を
セ

と

し

て
南
欧

へ
売

り

さ
ば

い
て

い
た

。

一.一十
年

戦
争
前

夜

の
こ

の
時
期

は
、
中

東

部

ド
イ

ツ

の
麻

織
物

工
業
史

に

お

い
て

「
ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル
ク
商

人

の
時

代
」

δ
器

N
簿
鴛

費

ユ
頸

2
二
9
σ
Φお
Φ巳

あ

る

い
は

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

の
時

代
と
呼

ば
れ

て

い
る

。
筆
者

も

か

つ
て
、

ヘ
ル
ビ

ッ
ヒ
編

の
史
料

集

頭
興
σ
Φ
耳

頃
①
一げ
粛

(ξ
ω噂
)"
の
竃
§

嵩
N
ミ

饗

箋
§

・§

轟
q。き
自
誉

,

鴨
。。6ミ
罫

器

§

§

ミ
§

融
。ミ
§

儀
鈎

お
契

)
に
収
録

さ

れ

て

い
る

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

の
問

屋
商

人

と

現
地

の
麻
織

工

ツ
ン

フ
ト

と

の
間

で
結

ば

れ

た

「
ツ
ン

フ
ト

カ
ウ

フ
」

の
契
約

書

や
、

オ

バ

ン
と

ク

ン

ツ

ェ
の
研
究

な

ど
を

使

っ
て

「
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

の
成

堂

と
構

造

を
考

察

し
、

そ

の
後

、

ザ

イ

ボ

ル
ト

の
新

研

究

に
よ

っ
て
最

大

の
麻

織

物

問
屋

で
あ

っ
た

バ

ル
ト

ロ
メ

ウ

ス

・
ヴ

ィ

ア
テ

ィ

ス

(
、
圧
.・、八
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ホ
　

ソ

一
六
。
、四
)
の
生
涯

と
遺

産

を
紹

介

し

た

こ
と

が
あ

る
。

た
だ

し
、

こ
れ

ら

の
筆

者

の
以

前

の
論

文

で

は
、

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

を

結

ん

で

麻
織

物

を

買

い

つ
け

て

い
た

商

人

の
な

か

に
、

ニ

ュ
ル
ン

ベ

ル
ク
や

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ
な

ど

の
ド

イ

ツ
人
商

人

の
ほ

か

に
、

か
な

り

の
数

の
イ

ギ

リ

ス
人
商

人

が
活
動

し

て

い
た

こ
と

は
指

摘

し

て
お

い
た
が

、

イ
ギ

リ

ス
人
商

人

の
経

歴

や
活

動

の
詳

細

に

つ
い
て

は
明

ら

か
に
す

る

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

。

バ

ウ

マ
ン

の
新
研

究

は

こ

の
点

に

つ

い
て
も

、

ド
イ

ツ

へ
毛
織

物

を
輸

入

し

た
イ

ギ

リ

ス
人
商

人

の
な
か

か

ら
ド

イ

ツ
の
内

陸

部

へ
進

出

し

て

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

を

結

ん

で
麻
織

物
を

買

い

つ
け

た
商

人

が
出

た

こ
と

を

、
彼

ら

の
経

歴

と
活
動

の
実
態

を

明

ら

か

に
し

て
述

べ
て
お
り

、

こ
れ

に
よ

っ
て
、
筆
者

の
旧
稿

で
不

明

の
ま
ま

残

さ

れ

て

い
た
問

題

が
あ

る
程

度

ま

で
明

ら
か

に
さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た

。

以

h

の
よ
う

に
本
稿

は

、

一
六

世
紀

後
半

か

ら

一
七
世

紀

初

め

に
か

け

て
、

ド

イ

ツ

の
諸

港

へ
輸

出

さ

れ

た
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
染

色

.
仕
上

げ

と
販

売

に

つ

い
て
、

お

よ
び

ド
イ

ツ

の
内

陸
部

へ
進

出

し

て

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

を

結

ん

で
麻

織
物

を

買

い
つ
け
た

イ
ギ

リ

ス
人
商

人

の
経

歴

と
活

動

に

つ

い
て
、

こ
れ
ま

で
不

明

と
さ

れ

て

い
た
問

題

を
あ

る
程

度

ま

で
明

ら

か

に
し
た
点

で
、
多

少

の
新
事

実

を
提

供
す

る

こ
と

に
な

る

の

で
は
な

い
か
と
思

う

。

注(
1
)

船

山
栄

.

『
イ
ギ

リ

ス
に
お
け

る
経
済
構
成

の
転
換
』

(未

来
社
、

一
九

六
七
年

)
、

同

「
イ
ギ

リ

ス
貿
易

の
展

開
」

(大
塚

久
雄
編

吾
)

『西
洋

経
済
史
』

筑
摩
書
房

、

.
九

七
七
年

)
。

(
2
)

諸

田
實

「
、
六
、

、
七
世
紀

中
東
部

ド
イ

ツ
麻
織
物

r
業

に
お
け

る

『
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
』
」

(
『商

経

論
叢
』

-
六
i

四
)
、

同

「
バ
ル
ト

ロ
メ

ウ
ス

・
ヴ

ィ
ア
テ

ィ
ス

(
一
丘

三
八
1

、
六

二
四
)

南

ド
イ

ッ
麻
織
物
商

の
生

涯
と
遺
産
」

(
『商

経
論
叢

』

.
九

、
、)
。

、
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マ
ー
チ
ャ
ン
ト

.
ア
ド
ヴ

エ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
に
よ
る
毛
織
物
輸
出
と
そ
の
輸
出
先
指
定
港
の
変
遷

ー

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の

ア

ン

ト

ウ

エ

ル

ペ

ン

へ
の

輸

出

イ

ギ

リ

ス

(イ

ン
グ

ラ

ン
ド
f

国
)

の
外

国

貿

易

、

特

に

輸

出

品

の

主

力

は

、

↓
五

世

紀

を

境

い
に

し

て
、

そ

れ

以

前

の
羊

毛

(原
料

)
か

ら

毛

織

物

(半
製

品
)

へ
転

換

し

た

。

.
四

世

紀

半

ば

ま

で
年

間

三

万

五

、

○

○

○

袋

(約

、
、

:
八
〇
万
重

量

ポ

ン
ド

)
も

あ

っ
た

槍

喬

の
輸

出

量

は

、

、
四

〇

〇

年

に

、
万

・.、、

○

○

○

袋

、

.
四

κ

○

年

に

九

、

○

○

○

袋

、

.
五

〇

〇

年

に

し

、

○

○

○

袋

と

減

少

し

、

、
11

四

ご
.年

以

降

は

も

は

や

.
、

○

○

○

袋

を

超

え

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

こ

れ

に
対

し

て

、

毛

織

物

の
輸

出

量

は

、
互

世

紀

末

か

ら

急

ヒ

昇

し

、

一
五

〇

〇

年

に

八

万

、
・、

○

○

○

反

、

一
互

、・∵

.年

に

一
〇

万

反

、

一
充

四

三

年

に

.

.二
万

七

、

○

○

○

反

に

達

し

た

。

.
三

、

」
四

世

紀

に

は

イ

ギ

リ

ス

の
輸

出

総

額

の

な

か

で
羊

毛

が

八

〇
ー

九

〇

パ

ー

セ

ン
ト

を

占

め

て

い
た

の

に

、

.
五

六

五

年

九

月

に

終

る

年

度

で
は

毛

織

物

が

八

、

・
六

パ

ー

セ

ン
ト

を

占

め

て

い
る

。

イ

ギ

リ

ゆ
ユ

ね

ス
の
主
力

輸

出
品

の
変
化

は

明

ら
か

で
あ

ろ
う

。

.
六
世

紀

に
イ

ギ

リ

ス

の
輸

出

の
主

力
商

品

と

な

っ
た
毛

織

物

は

、
主

と

し

て
未

仕

L
げ

の
白

地

広

幅

(
ニ
ヤ
ー
ド
ー1

約

・
八
三
セ
ン
チ

以
卜
)
の
厚

手
毛

織

物

(
い
わ
ゆ
る
旧
毛
織
物

"O
置

O
鑓
o
霞
》乙

と
粗

い
薄
手

の
カ
ー

ジ
ー
織

で
、

そ

の
大
部

分

が

ロ
ン
ド

ン
の

「
毛
織

物

輸

出

商
組

合

」

(O
。ヨ
B
身

。
h
ζ
Φ
円
冨
黒

〉
良
く
①
篤
葺
2
。。)
に
所

属
す

る
貿

易

商

に
よ

っ
て
、
南

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

の
ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
輸

出

さ

れ

て

い
た
。

毛

織

物

を
積

ん

だ

イ
ギ

リ

ス

の
船

団

は

通

常

、
年

、
.回

(ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
と
聖
霊
降
臨
祭

の
頃
)
護

衛

艦

つ
き

で

ロ
ン
ド

ン
を

出

港

し

、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
入

港

す

る
と

、
貿

易

商

は
月

、
水

、

金

曜

日

の

"鴇

o
芝
餌
。。
脇

"
に

こ
れ

を

売

り

さ

ば

い

た

。
イ

タ

リ

ア
人

と

ハ
ン
ザ

人
も

こ

の
毛

織

物

貿

易

に
参

加

し

て

い
た

が
、

.
六

世
紀

に

は
外

国

人

の

シ

ェ
ア
は

.・、○

パ

ー

セ

ン
ト
を

ハ
ヨ

リ

切

っ
て

い
た

。

ケ

ロ

ベ

、
六

世
紀

初

め

(
。
κ
○

、
ー
○
ヒ
年
)
に
は

平

均

し

て
年

約

八

万

.
、、

○

○

○

反

の
毛

織

物

が

イ

ギ

リ

ス

か

ら

輸

出

さ

れ

て

い
た
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が

、

そ

の

七

〇

1
・八

〇

パ

ー

セ

ン
ト

が

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
送

ら

れ

た

、

と

推

定

さ

れ

て

い
る

。

.
五

四

九

、

五

〇

年

に

は

マ
ー

チ

ャ

ケ

ロ

ベ

リ

　

ベ

ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ

ー
ズ

は
κ

万

○

・
五

八

反

の
厚

手

毛

織

物

と

四
万

九

、
九

六

四

反

の
カ

ー

ジ

ー
を

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン

ヘ

シ

ノ

ノ
ハ

向

け

て
輸

出

し

、

・
五

五

四

年

に
は

一
三

万

κ

、

五
九

五

反

の
毛

織

物

が

ロ

ン
ド

ン
港

か

ら

輸

出

さ

れ

た
。

ロ

ン
ド

ン
か

ら

ア

ン

ト

ロ
ヨ

リ

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
と

い
う

の
が

、

.
六
世

紀

に
最

も

重
要

な

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
輸

出

経
路

で
あ

っ
た

。

こ

の
よ
う

な

イ
ギ

リ

ス
の
輸
出

貿
易

の
転
換

と

並

行

し

て
、
相

手

地

域

の
ネ

ー

デ

ル
ラ

ン
ト

に
も

大
き

な
変

化

が
起

こ

っ
た

。
織
物

「

業

の
盛

ん
な
ネ

ー

デ
ル

ラ

ン
ト

の
一
.○

○
余

の
都

市

の
う

ち

、

イ

ギ

リ

ス

の
羊
毛

を

原
料

に
し

て

い
た
セ

と

し

て

フ
ラ

ン
ド

ル
地
方

の
毛

織
物

工

業

都
市

が

帽危

機

」

に
陥

っ
た

の
と

は
対

照

的

に
、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
は

イ

ギ

リ

ス
か

ら
輸

出

さ

れ

た
毛

織

物

を

受

け

い
れ

て
・

.
五
世
紀

後

半

か
ら

急
速

に
繁
栄

に
向

か

っ
た

。
そ

の
理
由

は

恐

ら
く

、
未

仕
ヒ

げ

の
イ
ギ

リ

ス
毛
織

物

に
染

色

、
け

ば
立

て
、

つ

や
出

し
な

ど

を

施

す

仕

ヒ
げ

業

が
盛

ん

で
あ

っ
た

こ
と
、

お

よ

び

、

ケ

ル

ン
や

フ
ラ

ン
ク

フ

ル
ト

.
ア

ム

.
マ
イ

ン
を
介

し

て
ド

イ

ツ

に
・

さ
ら

に

ス
イ

ス
や
イ

タ

リ

ア
や
オ

ー

ス
ト

リ

ア
に
ま

で
毛
織

物

の
販
路

を

も

っ
て

い
た

た

め

で
あ

ろ
う

。

一
五

三
ヒ
年

に
は
毛

織
物

の
仕

L
げ

に
従
事

す

る
親

方

と

職

人

は

.
、

.二
四

八
人

(徒
弟
を
除
く
。
う
ち

、
.九

、
人
が
親
方
手
L
業
者
)
、

六

〇
年

代

初

め
ま

で

に

こ

の

数

は

一
・

六

〇

〇
人

に
増

加

し

だ
・

イ
ギ

リ

ス
毛
織

物

の
輸

人

在

上
げ

・
販
売

は
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
と

ス

ペ
イ

ン
か
ら
も

た

ら
さ

れ

る
香

辛

料

や
植

民

地
産

品

、
地

元

や
ド
イ

ツ
の
鉱

産
物

、
金

属

製

品

の
商
業

と

並

ん

で
、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
の
商
業

の
繁
栄

を

支
え

る

一.、大

　
ら

ワ

部

門

の

.
つ
で

あ

っ
た

。

ア

ン

ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

に

お

け

る
毛

織

物

取

引

に

つ

い

て

、
一、

一一
.
の
実

例

を

あ

げ

て
説

明

し

て

み

よ

う

。

ノ

ド

ン

ケ

　
　

の

売

り

手

ウ

ィ

レ

ム

・

コ

パ

ー

ト

(
ロ

ン

ド

ン
商

人

ト

ー

マ

ス

・
タ

ッ
セ
と

ヤ

ン

.
コ
ス

ワ
ー

ド

の
代

理

人

)

と

買

い

予

ク

リ

ス

ト

ッ

フ

ェ

ヒ

　

ス

ル

.
ハ
イ

ン

セ

ル

(
ア
ウ

ク
ス
ブ

ル
ク
商

人

ヨ

ハ
ン

・
レ

ン
ツ
と

フ
リ
ー
ド

リ
ヒ

・
レ
ン

ツ
の
代

理
人

)
と

の

間

の

カ

ー

ジ

ー

四

、.
○

反

の
売

買

契

約

(
、
左
四

四
年

)
。

こ

の

契

約

は

二

人

の

証

人

の
立

ち

合

い

の
も

と

に

、

公

証

人

の
前

で

結

ば

れ

た

。

そ

の
内

容

は

次

の

通

り

で

あ
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る

。

レ

コ
　

コ
ベ

⑦

商

品

の
引

渡

し

。

四

八

反

は

す

で
に

引
渡

し
ず

み
、
残

り

は

六

週

間
以

内

に

ベ

ル

ヘ
ン

・
オ

ブ

・
ゾ

ー

ム
か

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

で
引

渡

す
。

◎
荷

物

の
保

険

。
イ

ギ

リ

ス
船

の
場

合
も

オ

ラ

ン
ダ
船

の
場

合
も

買

い
手

が
危

険

と
費

用

を
負

担

す

る
。

◎
支
払

。

代
金

は

ヒ

　

ま

カ

ー

ジ

ー

、

反

当

り

四

一
フ

ラ

ン
ド

ル

・
シ

リ

ン
グ

(四
.、・○
.鳩

で
は

八
八

.
・
五

フ
ラ
ン
ド

ル

・
ポ

ン
ド
)
。

取

引

所

公

認

の
良

質

の
鋳

貨

で
、

半

額

は

商

品

の
引

渡

し

時

に

、

残

り

の

半

額

は

次

の
復

活

祭

の
大

市

で

支

払

う

。

㊥

罰

金

。

違

約

の
場

合

の
罰

金

は

、一、
○

フ

ラ

ン
ド

　
ざ

ぜ

ル

・
ポ

ン

ド

。

ロ

ハ
ン

ブ

ル

ク
商

人

ヤ

ー

コ
プ

・
シ

ユ
レ

ー

ダ

ー

の

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
代

理

人

の
仕

訳

帳

の

記

載

(
.
五
だ

・
.年

・.月

か
ら

π

四
年

三
月

ま

で
)
。

シ

ュ

レ

ー

ダ

ー

は

こ

の

一
年

間

に

.

.、

四

九

ニ

フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン
ド

.
○

シ

リ

ン

グ

一
〇

ペ

ン

ス

分

の
商

品

を

買

っ
て

(う
ち

.
、

.

、
○

ポ

ン
ド
余

、
約

四
亙
パ
ー

セ
ン
ト
が
イ

ギ
リ

ス
毛
織
物

)
、

四

、

六

〇

〇

フ

ラ

ン
ド

ル

・
ポ

ン
ド

で

売

っ
て

い

る

。

イ

ギ

リ

ス

毛

織

物

の
売

買

は

五

月

か

ら

九

月

ま

で

の
問

で

、

そ

の

中

か

ら

二

回

の

買

い

つ
け

の
例

を

あ

げ

る

。

ハ

ノ

ク

④

五

月

.
一
、
日

の

分

。

マ
ー

テ

ィ

ン

・
コ
ー

ル

か

ら

サ

フ

ォ

ー

ク

・
ク

ロ

ス

ニ

包

み

を

、
包

み

.壬

一
フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン
ド

で
、

こ

れ

よ

り

や

や

上

等

の
も

の
半

包

み

を

一
八

フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン

ド

で

、

同

じ

く

サ

フ

ォ

ー

ク

の
L

等

品

ニ

ク

ロ

ス
を

ク

ロ

ス
当

り

七

㌧

フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン

ド

で

、

粗

い
織

り

の
も

の

.
ク

ロ

ス

を

ニ

レ
甥
ポ

ン

ド

で
、

合

計

九

九

フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン

ド

、
○

シ

リ

ン

グ

で

買

う

。

支

払

い

は

同

じ

日

に

、

一
部

分

は

現

物

(
オ

ス
ナ
ブ

リ

ュ

ッ
ク

の

〔麻
〕
織

物

半

ロ
ー

ル
、
三

六

フ
ラ

ン
ド

ル

・
ポ

ン
ド

左

シ

リ

ン
グ
相

当

)
、

.
部

分

は

現

金

四

九

フ

ラ

ン
ド

ル

・
ポ

ン
ド

五

シ

リ

ン
.グ

で

行

わ

れ

、

残

額

に

つ

い
て

八

月

末

ま

で

の
手

形

を

渡

し

た

。

こ

の

手

形

は

九

月

マ

、
日

に
第

、、.者

ダ

ニ

エ
ル

・
フ

ァ

ン

・
デ

ア

・
フ

ェ
ヒ

ト

か

ら

ド

イ

ッ

の
鋳

貨

で
支

払

わ

れ

た

。

◎

六

月

=

.語
日

の
分

。

ヨ

ハ
ン

.
フ

ァ

ン

・
ヘ

ス

ト

か

ら

ウ

ィ

ル

ト

シ

ャ
ー

と

ウ

ス

タ

ー

の
白

地

そ

の
他

の
反

物

三
包

み

を

一
包

み

充

ニ

レ
2
フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン

ド

、

総

額

、
充

七

ポ

ン

ド

で

、

ウ

ィ

ル

ト

シ

ャ

ー

の
白

地

反

物

ほ

か

.
包

み

を

互

四

フ

ラ

ン

ド

ル

・
ポ

ン

ド
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で

買

う

。

支

払

い

は

一
か

月

半

以

内

に

五

回

に

分

け

て

、

一
部

は

シ

ユ

レ

ー

ダ

ー

自

身

に

よ

っ

て

、

.
部

(三

九

ポ

ン

ド

、
九

シ

リ

ン

グ

...
ペ

ン

ろ

は

ユ

ル

ゲ

ン

・
ト

ー

ビ

ン

グ

に

よ

っ

て

、

一

部

(
七

、
r

砲
ポ

ン

ド

)

は

ラ

イ

ア

ー

・
ペ

テ

ル

セ

ン

に

よ

っ

て

、

一
部

(
、..亙

ポ

ン

ド

、
四

シ

ザ

ン

グ

)

は

ミ

　
　

　

カ

エ
ル

・
エ
ル

ム

ス
に
よ

っ
て
、

い
ず

れ
も

現

金

で
行

わ

れ

た
。

以

上

述

べ

た

よ

う

に
、

一
六
世

紀

に
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

は

マ
ー

チ

ャ

ン

ト

・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
手

で

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン

へ
向

け

て
盛

ん

に
輸

出

さ

れ

て

い
た

が

、

」
71

六

〇
年

代

に
低

地
地

方

に
反

乱

(オ
ラ
ン
ダ

独
立
戦
争
)
が
起

こ
る
と

、

こ

の
輸

出

経

路

は
妨

害

さ

れ
、

そ

の
た

び

に
組

合

は
輸

出
先

指
定

港

の
変
更

を
余

儀

な

く

さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。

2

ド

イ

ツ

に
お

け
る
輸

出

先
指

定

港

の
変

遷

」
六

世
紀

半

ば
ま

で

ロ

ン
ド

ン
港

か
ら
輸

出

さ

れ
た

イ
ギ

リ

ス
毛

織

物

の
大
部

分

を
受

け
入

れ

て

い

た

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
は
、

一
五
六

〇
年

代

か

ら
混

乱
す

る
ネ

ー

デ

ル

ラ

ン

ト
情

勢

の
影

響
を

受

け

て
、
西
欧

世

界

の
貿

易

・
金

融

セ

ン
タ
ー
と

し

て

の

地

位
を

し

だ

い
に
失

っ
て

い
く

。
そ

れ

に
伴

な

っ
て
、

マ
ー

チ

ャ
ン
ト

.
ア

ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

組
合

の
輸

出

先

指

定

港

(以
ド
、
指
定
港
と

い
う
)
も

次

の
よ
う

に
目
ま

ぐ

る

し
く
変

遷
を

と

げ

た

。

(図

1

を
参
照
)

低

地

地

方

の
指

定

港

は
、

一
五

六

九
ー

七

一、一年

間

の
中

断

期

間

を

含

ん

図1.低 地地 方 と ドイツに おけ るマーチ ャン ト ・ア ドヴ ェンチ ャラーズ

組 合の輸 出先指 定港 と取 引 の中心地(1564年 以 降)
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9

で
、

一
五
八

二
年

ま

で

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
で
あ

っ
た

が

、

そ

の
後

一
五

八

、
T

-九

八
年

、

一
五
九

八
…

」
六

、
一
蒲
年

間

が

ミ
ド

ゥ
ル
ブ

ル

フ
、

一
六

二

一

ご
.五
年

間

が

デ

ル

フ
ト
、

、
六
三

五
ー

五
充
年

間

が

ロ

ッ
テ

ル
ダ

ム
、

一
六
充

瓦
-

六

八
年

間

が
ド

ル
ト

レ

ヒ
ト

と

な

っ
た
。

た
だ

し

、
本
稿

で
は
低

地

地

方

の
指
定

港

に

つ
い
て
は

こ
れ

以
h

扱

わ
な

い
。

ド

イ

ツ

の
指
定

港

は

、

↓
五

六

四
年

に

エ
ム
デ

ン
、

一
五
六

九
-

七
九

年

間

が

ハ
ン
ブ

ル
ク

(
.
五
ヒ
.
.ー
七
九
年
間
は

エ
ム
デ
ン
も
)
、

」
五
七

九
…

八

九
年

間

が

エ
ム
デ

ン
、

.
圧
八
七
i
九

八
年

間

が

シ

ユ
タ
ー

デ
、

晶
五
九

八
1

、
六

〇

、
年

間
が

エ
ム

デ

ン
、

.
六
〇

、

1

一
一
年

間

が

シ

ユ
タ
ー

デ
、

一
六

、

一
年

以
後

一
八

〇

八
年

ま

で

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
あ

っ
た

(イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド

・
カ
ン
パ

ニ
ー
の
指
定
港
は

エ
ル
ビ

ン
グ
)。
な

お
、

こ

の
間

、
指
定

港

で
は

な

い
が
内

陸

の

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク
も

、
五

六
九
年

か

ら

、
六

〇

〇
年

頃

に

か

け

て
、
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
重

要

な
取

引

地

で
あ

っ
た
。

以
ド

、
指

定

港

の
移

転

の
事

情
を

追

っ
て
み
よ
う

。

イ

ギ

リ

ス
と

ス

ペ
イ

ン
領
ネ

ー

デ

ル
ラ

ン
ト
と

の
関
係

は

、
熱

烈

な

カ
ト

リ

ッ
ク
教
徒

で

ス
ペ
イ

ン
王
妃

で
も
あ

っ
た
英

女

王

メ

ア
リ

の
死

(
一
五
五
八
年
〉
後

悪

化

し
、

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

総

督

パ

ル

マ
公

は

、
五

六

三

年

一

一
月

に

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
輸

入

を

禁

止

し

た
。

マ
ー
チ

ャ

ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

は
指

定

港

の
移

転
を

考

え

、
翌

六

四
年

二
月

に
東

フ
リ
ー

ス
ラ

ン
ト
伯

か

ら

エ
ム

デ

ン

を

指
定

港

と
す

る
許

可

(特
許
状
)
を

獲

得

し
た

。

三
月

に
は

ハ
ン
ブ

ル
ク
市

当

局

か
ら

も

同
様

の
許

可
を

得

て

い
る
。

六

四
年

に

エ
ム

デ

ン
が
指

定
港

に
な

っ
た

の
は

こ
う

い
う
事

情

に
よ

る
も

の

で
、

四
月

に
は

早
く

も

三
隻

の
毛

織
物

船

が

、
ま

た
、

五
月

.
、三

日

に
は

四

ロ
お

ね

五
隻
余

(護
衛
艦
.。、、
四
隻
)

の
毛
織

物

船

団

が

エ
ム
デ

ン

に
入
港

し

た
。

し

か
し

、

エ
ム

デ

ン
が
指

定

港

に
な

っ
た

の
は

、

こ

の
時

は

一
五

六

四
年

の

」
年

だ
け

で
あ

っ
た
。

そ

の
主

な
理

由

は
、
毛

織

物

の
最

終

消
費

地

で
あ

る
ド

イ

ツ
、

ス
イ

ス
、

オ

ー

ス
ト

リ

ア
、

イ

タ

リ

ア

へ
の
中
継

地

と

し

て

ハ
ン
ブ

ル
ク

の
方

が

ま

さ

っ
て

い
る

こ
と

、

お

よ

び

、
低

地
地

方

で
聖

像
破

壊

運
動

が

起

こ
り

、

カ
ト

リ

ッ
ク
以
外

の
者

へ
の
報
復

が
激

し
く

な

っ
た

こ
と

、

で
あ

ろ
う

。
事

実

、

六

四

年

以
降

も

ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

は

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
に
留

ま

っ
て
、
六

八
年

七
月

に
は

こ
こ

か
ら

ハ
ン
ブ

ル
ク

へ
四
隻

分

の
毛

織
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物

を

送

っ
て
お

り
、

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト
総

督

は

エ
ム

デ

ン

へ
行

く

こ
と
を

禁

止

し
、

ケ

ル

ン
そ

の
他

の

ハ
ン
ザ
都

市

も

エ
ム
デ

ン
で
は
買

付

け

な

か

っ
た

。
と

こ
ろ
が

、

六

八
年

.
ニ
ー1

に

ス

ペ
イ

ン
か

ら

の
銀

輸

送

船

団

が

イ

ギ

リ

ス
側

に
掌

捕

さ

れ

て
積

荷

の
銀

が
没

収

さ

れ

、
そ

れ

に
対

し

て
ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

に
在

住

す

る

イ

ギ

リ

ス
人

商

人

が
身

柄

を
拘

束

さ

れ

、
商

品

が
没

収

さ

れ

る
と

い
う

事

件

が
起

こ

っ
た
。

ハ
ン
ブ

ル
ク
市

は
す

で
に
六

七
年

一..月

に
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
受

け

入
れ

を
許

可

し

て

い
た

が
、

こ
う

し

た
事
情

で
六
九

年

二

月

に
指

定

港

に
な

っ
た

。

五
月

に
は
イ

ギ

リ

ス

の
毛

織

物
船

団

が

ハ
ン
ブ

ル
ク

へ
入

港

し

て

い
る
。

ハ
ン
ブ

ル
ク

が
指

定

港

に
な

っ
た

こ
と

で

マ
ー

チ

ャ

ン
ト

・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

は

ハ
ン
ザ
都
市

の
中
心

部

に
橋

頭
墨

を
築

く

こ

と

に
成

功

し
、

.
方

、

ハ
ン
ブ

ル

ク
は
、
未

仕

L

げ

の
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
仕

ヒ
げ

と
販

売

と

い
う

重

要
な
商

取

引
を

引
き
寄

せ

た
。

地

元

の
商

人

の
ほ

か

に
亡

命

し

て
き

た

国
際

的
商

人

も

誕
生

す

る
。

反
乱

が

拡
大

し

て
ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン

の
商
業

が

困
難

に
な

っ
た

こ
と

は

ハ
ン
ブ

ル
ク
に
有

利

に
働

い
た
が

、

し
か

し
、

イ

ギ

リ

ス
に
お

け

る

ハ
ン
ザ

の
特

権

が
復

活

さ

れ
な

か

っ
た

の

で
、
市
参

事

会

は
七

八

年

六

月

に

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

に
対

し

て
彼

ら

の
特

権
を

更

新

し
な

い
こ
と

を

通
告

し
た

。

そ

の
結

果
、

ド
イ

ツ
に

お
け

る
指

定

港

は
七

九
年

か
ら

ふ
た

た

び

エ
ム

デ

ン
に
移

り

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

は
全

員

七

九
年

.、月

ま

で
に

ハ
ン
ブ

ル

ク
を

離

れ
た
。

」
五

八
六
年

に

エ
ム
デ

ン
と

の
特

許
状

更
新

の
交

渉

が
長

引

い
た

た

め

に
、
指
定

港

は
八

七
年

に

エ
ム

デ

ン
か

ら

シ

ユ
タ
ー

デ

に
移

っ

た

が
、

そ

の
間

、

八

.

.年

に

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

は

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ
ン
か
ら

退
去

す

る

こ
と
を

決

め
、
低

地

地

方

の
指
定

港

は

ミ

ド

ゥ

ル
ブ

ル

フ
に
移

っ
た
。

ま

た

、

ハ
ン
ザ
は

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
進

出
を

押

さ
え

よ
う

と
臭

帝

に
働

き

か
け

、
九

七
年

八
月

一

日

に

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

を
帝

国

か

ら
追
放

す

る
勅

令

が
布

告

さ

れ

た
。

こ

の
追

放
令

に
も

か

か

わ

ら

ず

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ

ー
ズ

は

九

八
年

エ
ム

デ

ン

へ
戻

り

、

指

定

港

は
九

九

年

に

み
た

び

エ
ム

デ

ン
に

な

っ
た

が

、
関
税

問
題

が

原
因

で

一
六
〇

一
年

に
ふ

た
た

び

シ

ユ
タ

ー

デ
に
移

っ
た
。

そ
し

て
、

ハ
ン
ブ

ル
ク
が

ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー

ズ

の
受

け

入
れ
を

提
案

し

た
時

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

側

は

こ
れ

に
同
意

し

、
結

局
、

.
六

一
一
年

六
月

に

ハ
ン
ブ

ル
ク
市

参
事

会



は
彼

ら
に
特

許
状

を

与
え

た

。

以
後

。
八
〇

八
年

ま

で
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

が
ド

イ

ツ
に
お
け

る

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
指
定

港

と

な

る

の

で

あ

る

。
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注(
1

)

船

山

栄

、
、

前

掲

善

お

よ

び

前

掲

論

文

、

芝

㌔

即

じd
μ
ロ
日
零

戸

§

邸

さ

、
客

自
ミ
⇔。

》
§

§

欝

奉
諺

口
嶺
儀

導

免

O
o
ミ
執部
§

旨
N

O
、ミ
ミ

ミ

魯

ロ

の

禽
軌
軌
O
恥
1

』
亀

O
q。
)
篇
り
8

刷

な

お

、

イ

ギ

リ

ス

の
羊

毛

輸

出

量

は

、

右

の
船

山

氏

の
研

究

に

よ

れ

ば

、

.
四
枇

紀

初

め

の
最

盛

期

に
約

.
、

四

六

〇

万

ポ

ン
ド

(重

)

で
あ

っ
た

が

、

の
ち

に
、

ス

ペ
イ

ン

(カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ
)

か

ら

の
羊

毛

輸

出

鼠

は

、

、
六

世

紀

半

ば

の
最

盛

期

に
約

.
、

四

〇

〇
万

ポ

ン
ド

(重

)

で
あ

っ
た

。

飯

田
敏

彦

「

.
六

、

.
し

批

紀

カ

ス

テ

ィ

ー

リ

ャ

の
牲

毛

貿

易

」

(
『社

会

経

済

史

学

』

κ

八
1

κ

)

(
2

)

イ

ギ

リ

ス

の
毛

織

物

輸

出

に
占

め

る

外

国

人

(う

ち

ハ

ン
ザ

商

人

)

の

シ

ェ
ア

は

、

.
五

世

紀

半

ば

に
約

四

五

%

つ

、
.
%

)
、

、
六

世

紀

半

ば

に
約

、
、五

%

(
.
.
.
%

)
、

.
七

世

紀

初

め

に
約

.、.ー

κ

%

で

あ

っ
た

と

い
う

。

≦

.

-
即

切
髪

日
き

戸

魯

.
ミ

`
掌

竃

ρ

毛

織

物

船

団

の

ロ

ン

ド

ン
出

港

、

指

定

港

人

港

の
時

期

に

つ

い
て
、

バ

ウ

マ

ン
は

充
月

と

、
○

月

と

も

述

べ

て

い
て

、

.
定

し

な

い
。

ブ

ラ

バ

ン

ト

(
ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
と

ベ

ル

ヘ

ン

・
オ

ブ

・
ゾ

ー

ム
)

の
大

市

は

年

四

回

(
ク

リ

ス

マ
ス

の
大

市

、

復

活

祭

の

大

市
・、

聖

霊

降

臨

祭

の
大

市

、

聖

パ

フ

ォ

ン

〔
パ

マ

ス
〕

の
大

市

)

開

か

れ

、

決

済

期

間

は

そ

れ

ぞ

れ

、

、
月

∵
、
.
日
ー

、
、月

、
○

日

、

κ

月

、
日

.
○

日

、

八

月

、
日
i

、
○

日
、

、
○

月

三

一
日

i

.

.
月

.
○

日

で
あ

っ
た

。

船

団

の
規

模

は

、

亙

〇

六

〇
隻

で

、

.
六

翫

紀

半

ば

ま

で

は
護

衛

艦

つ
き

、

規

模

は

し

だ

い
に

小

さ

く

な

っ
た

。

、
豊
鉢

,

一
ω
S

トの
一S

(
3

)

船

山

栄

.
、
前

掲

論

文

、

九

七

ペ
ー

ジ

。

.
六

世

紀

初

め

に

は

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

は

、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
ほ

か

ベ

ル

ヘ
ン

・
オ

ブ

・
ゾ

ー

ム

や

ミ
ド

ゥ

ル

ブ

ル

フ

へ
も

送

ら

れ

て

い
た

が

、

」
五

一、.○

年

代

か

ら

の

ベ

ル

ヘ
ン

・
オ

ブ

・
ゾ

ー

ム

の
大
市

の
衰

退

も

影

響

し

て
、

.、.六

年

か

ら

は
船

団

は

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
入

港

し

た

。

芝

㌔
卑
bづ
碧

ヨ
β・
諦
芦

起

・
9
計

,

卜。
一
メ

こ

の
毛

織

物

輸

出

に

お

い
て

、

イ

ギ

リ

ス
人

貿

易

商

(
ア
ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ

ラ

ー
ズ

)

は

「
大

陸

の
富

豪

商

人

」

(イ

タ

リ

ア

や

南

ド

イ

ツ

の
商

人

)

に

金

融

的

に

依

存

し

て

い
た

よ

う

で

あ

る

。

渡

辺

源

次

郎

『
イ

ギ

リ

ス
初

期

重

商

豆

義

研

究

』

(未

来

社

、

、
九

五

九
年

)

八

八

、

八

九

ペ
ー

ジ

。

(
4

)

芝

白

-
閃

じd
窪

ヨ
自。
鵠
戸

§

・
6
欺

P

ω
Q。
■

中

沢

勝

三

『
ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
国

際

商

業

の
世

界

』

(
同
文

舘

、

-
九

九

.、.年

)

.

.○

.
、

.

.〇

四

ペ

ー

ジ
参

照

。

(
5

)

一
六

世

紀

の

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
商

業

に

つ

い
て

は

、

中

沢

勝

、.、
前

掲

辞

、

諸

川

實

『
フ

ッ
ガ

ー

家

の
時

代

』

(有

斐

閣

、

.
九

九

八

年

)
第

四

章

、

を

参

照

。
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(
6

)

」
・
。。
三

巴

①
門
レ

嵩
§

⑲
題

§

箋

冬

登
・
§

。。
ミ

簿

尋
§

ン

ζ

b。
時
。。
'
≦

-即

じu
窪

ヨ
留

戸

§

ミ

も

・
・。
虜

h

(
7

)

≦

,
即

望

仁
日
磐

戸

§

ミ

ニ
p

誠

㊤
h

(
8
)

均

㍉

菊
.
bd
き

ヨ
磐

戸

§

.
自
魅
も

.
Q。
戸

一
一
ド

こ

の
当

時

、

エ

ム

デ

ン

の
人

口

は
約

.
万

四

、

○

○

○

、

そ

れ

に

対

し

て

ハ

ン
ブ

ル

ク

の
人

目
は

約

.

.万

で
あ

っ
た

。

以

ド

、
指

定

港

の
変

遷

の

理

由

に

つ

い
て

は

、

バ

ウ

マ

ン

の
記

述

に

よ

っ
た

。

な

お

、

こ

の

間

の
事

情

は

、

ス

ペ

イ

ン
、

フ

ラ

ン

ス
、

イ

ギ

リ

ス

の
.L
室

相

.互
問

の
協

調

と

敵

対

、

低

地

地

方

の
反

乱

(
オ

ラ

ン
ダ

独

航

戦

争

)
、

オ

ス

マ
ン

・
ト

ル

コ

の

地

中

海

侵

人

、

と

い
う

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
政

治

的

・
軍

事

的

情

勢

が

強

く

影

響

し

て

い
る

。

簡

単

に

は

、

諸

田

、

前

掲

書

、

第

五

章

を

参

照

。

英

・
独

間

の
貿

易

を

め

ぐ

る

マ
ー

チ

ャ

ン
ト

・
ア

ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ

ラ
ー

ズ

と

ハ
ン

ザ

商

人

の

対

抗

に

つ

い

て
、

ク

ー

リ

ッ
シ

ェ
ル

は

次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る

。

「
…
統

.
性

に

欠

け

て

い
た

こ
と

が

ハ

ン
ザ

人

に
対

す

る

イ

ギ

リ

ス
人

の
勝

利

を

可

能

に

し

た

。

個

々

の

都

市

は

自

分

自

身

の
そ

の
場

か

ぎ

り

の

利

益

を

考

え

、

よ

ろ

こ

ん

で
全

体

の
利

益

を

犠

牲

に
供

し

た

の

で

あ

る
。
」

ク

ー

リ

ッ
シ

ェ
ル
、

松

田

監

修

、

諸

田
他

訳

『
ヨ

ー

ロ

ッ
パ
近

世

経

済

史

』

(東

洋

経

済

新

報

社

、

一
九

八

二
年

)

1

、

三

四

六

ペ

ー

ジ

。

ニ

ド
イ
ツ
の
指
定
港
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
の
輸
入
と
そ
の
仕
上
げ

ー

ド

イ

ツ
の
指

定

港

の
輸

入
量

(
一
五
六
四

一
六

一
一
年
)

船

山
栄

.
氏

は
前

に
あ

げ

た

著
書

の
中

で
、

一
六
世

紀

か

ら

.
七

世

(
1

)

紀

に
か
け

て
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

(旧
毛
織
物
)
の
輸

出
量

の
推
移

を

、
次

の
よ
う

に
三
期

に
分

け

て
解

説

し

て

い
る
。

第

.
期

は

一
六

世
紀

前
半

の
拡
張

期

で
、

.
五

五
〇
年

に

一
一、一万

二
、

八

〇
〇

ク

ロ
ス

の
ピ

ー

ク

に
到

達

す

る
。

五
〇
年

間

に

、
.
・
七

倍

の
伸

び

で
、
以

降

、

旧
毛

織

物

の
輸

出

量

は

こ

の
水

準

に
達

す

る

こ
と

は
な

い
。
第

二
期

は

一
充
五

二
年

の
不

況

に
始

ま

る
沈

滞

期

で
、

、
七

世
紀

、
○
年

代

ま

で
九

万

ク

ロ
ス

の
線

を

上

F

し
な

が

ら
停

滞
を

続

け

る
。
第

三
期

は

い
わ

ゆ

る

「
大

不

況
」

の
影
響

を

受

け

た
衰

退

期

で
、
旧

毛

織

物

の
中

で
も

特

に
未

仕

上

げ

広
幅

織

の
減

少

は

い
ち

じ

る

し

い
。

旧
毛

織

物

全

体

で
は

、

一
六

一
六

年

に

八

万

八
、

二
〇
〇

ク

ロ
ス
か
ら

.
六

、
一
二
年

に
七

万

五

、
六

〇

〇

ク

ロ

ス

(
.
六
四
〇
年
ま
で
に
最
低
の
数
字
)

へ
減
少

、

そ

の
う

ち

未

仕

L

げ

広

幅

織
だ

け

で
は

、

一
六

一
四
年

に

八
万

ヒ

、

一、一〇

〇

ク

ロ
ス
か

ら

一
六

四

〇
年

に
三

万

○
、

.
○
○

ク

ロ
ス

へ
、

三
分

の

一
近
く

に
激



16,17世 紀 ドイツにおける イギ リス毛織物の輸 入 ・仕r_げ ・販売13

表1.ロ ン ドン港 か らの毛織 物輸 出量

(単位1000ク ロス)

年 次 woollen 年 次 woollen

1559-一 一一6 93.8 1601 goo4

1562-‾ ‾64 61.2 互602 113.5

1565--67 95.1 1603 89.fi

1568-70 93.7 1604 112.8

1571-73 73.2 1605 99.9

1574-76 100.0 1600 12fi.0

157779 97.7 1607 115.8

1580-82 98.0 X608 119.8

1583-85 IOユ.2 lsoy 113.8

1586-88 95.1 1610 95.0

1589-91 98.S 16ユ1 9fi.0

ユ592-94 ユ01.7 1fi14 127.2

1598-1600 103.0 Isis 88.2

ユ618 102.3

1fi20 S5.5

1622 75.6

1626 91.0

船 山栄 一『イギ リ スに お け る経 済 構 成 の 転換 』

(未 来 社,1967年)11,12ペ ー ジ,第1表A,B

よ り。

減

し

て

い
る

(表

-

参
照
)
。

し

た

が

っ
て
、

こ
れ

に
よ
れ

ば

、
本

稿

が
対

象

と

す

る

一
五

六

〇
年

代

か
ら

.
六

二
〇
年
代

ま

で

の
時

期

は

、
輸
出

量

が
九

万

ク

ロ
ス
前
後

の
水

準

で

停

滞

を

続

け

る
第

二
期

に
相

当

す

る
。

九
万

ク

ロ
ス
か
ら

.
一
万

五

、

○
○

○

ク

ロ
ス
ぐ

ら

い
の
問
と

い
う

、

ロ
ン
ド

ン
港

か
ら

の
毛

織
物

輸

出

量
全
体

の
数
字

を
念

頭

に
お

い

て
、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
に
代

わ

っ
て
指
定

港

に

な

っ
た

ド

イ

ツ
諸

都

市

(
エ
ム

デ
ン
、
シ

ュ

タ
ー
デ
、

ハ
ン
ブ

ル
ク
)

の
輸

入

量

を
、

バ

ウ

マ
ン

の
推

計

に
も

と

つ

い
て
、
可
能

な

か
ぎ
り

整

理
し

て
み

よ
う

。

9

一
五
六

四
年

、

エ
ム

デ

ン

エ
ム
デ

ン
在

住
英

貿

易
商

の
文
書

に
も
と

つ

く

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
の
特

別
代

理
人

の
報
告

に
よ

れ

ば

、
毛

織

物

を
積

ん
だ

三
隻

の
英

船

が

す

で
に
六

四
年

四
月

に

エ
ム

デ

ン
に
入

港

し

て

い
る
が

、
主

力

船

団

(商
船
四
だ
隻
余
と
護
衛
艦
ご
、

ー
四
隻
)
は
前

述

の
よ
う

に

五
月

一
、三
日

に
入

港

し
た

。
イ

ギ

リ

ス
側

の
報

告

で

は
、

そ

の
積

荷

は
白

地

と
青

地

の
広

幅

織

毛

織

物

κ
万

ロヒ

　

ベ

カ

　

ノ
　

反

く
シ

ョ
ー
ト
ク

ロ
ス
)
と

青

地

と

緑

地

の

カ

ー

ジ

ー

織

二

万

互

、

○

○

○

反

で

、

こ

れ

は

シ

ョ
ー

ト

ク

ロ

ス

に
換

算

し

て

約

症

万

八

、

ピ

く

べ

○

○

○

反

に

相

当

す

る

と

い
う

。

こ

の
年

に

は

、

前

表

か

ら

み

て

、

ロ

ン
ド

ン

港

か

ら

の
輸

出

の

大

部

分

が

エ
ム

デ

ン

へ
送

ら

れ

た

と

い

っ
て

よ

い

で
あ

ろ

う

。

ち

な

み

に

、

イ

ギ

リ

ス

の

毛

織

物

は

、

関

税

徴

収

の

た

め

に

重

さ

を

測

っ
て

シ

ョ
ー

ト

ク

ロ

ス

(
、
..、.

↓
、
乱
ヤ

ー
ド
、
平

均

、
.四

ヤ
ー
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ド
)

に
換

算

さ

れ

、

シ

ョ
ー

ト

ク

ロ

ス

.
反

当

り

六

シ

リ

ン

グ

八

ペ

ン

ス

の
関

税

を

課

せ

ら

れ

て

い
た

。

こ

の
手

続

き

は

エ
ム

デ

ン
、

ハ

カ

　

ノ
　

ン
ブ

ル

ク

、

シ

ユ
タ

ー

デ

の

ほ

か

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

で
も

同

じ

で

あ

る

。

カ

ー

ジ

ー

織

は

、、
一
反

が

、
ク

ロ

ス

と

い
う

の

が

標

準

換

算

率

　
ワ
ご

で
あ

っ
た

。

イ

ギ

リ

ス
側

の
輸

出

量

も

、

船

山

氏

に

よ

れ

ば

シ

ョ

ー

ト

ク

ロ

ス

に

換

算

し

た

数

字

で

あ

る

と

い
う

。

⇒

.
五

六

九
-

七

八

年

、

ハ

ン
ブ

ル

ク

マ
ー

チ

ャ

ン

ト

・
ア

ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ

ラ

ー

ズ

は

一
丘

六

八

年

夏

に

四

隻

の

船

(と

ハ
ン
ブ

ル
ク
船

.
隻

)
を

エ

ル

ベ

川

に

派

遣

し

た

が

、

翌

六

九

年

に

は

五

月

に

、
、
八

隻

(
.
、、.、隻

が

マ
ー

チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ
、
、、.隻

が

ハ
ン
ザ
商
人

、
.
隻

が

イ
タ

リ

ア
人

の
船

)

の
毛

織

物

船

団

が

七

隻

の

護

衛

艦

と

と

も

に

、

ま

た

、

九

月

に

二

鉦
-

三

〇

隻

(
ハ
ン
ザ
船

を

含
む

)

の
第

.

.
の
船

団

が

ハ
ン

ブ

ル

ク

に
人

港

し

た

。

バ

ウ

マ

ン

は

、

こ

の

二

つ
の

船

団

の
積

み

荷

の
毛

織

物

を

六

ー

七

万

ク

ロ

ス
、

金

額

に

し

て

一、一
一
〇

万

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
マ
ル

ク
相

当

分

(約

...五
万
六
、

五
〇
〇
ポ

ン
ド

・
ス
タ

ー

リ

ン
グ
)
と

推

定

し

て

い

る
。

七

〇

年

春

　
ヨ

　

に

も

π

○
隻

の
船

団

が

入

港

し

た

。

七

、
ー

ヒ

六

年

間

の
人

港

は

不

明

で

、

ヒ

七
ー

L

八

年

間

に

、二
七

隻

が

入

港

し

た

。

こ

の
期

間

に

は

、

ハ
ン

ブ

ル

ク

か

ら

の

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
再

輸

出

量

(未

仕
L
げ
白

地
)
と

ハ

ン
ブ

ル

ク

で

の
染

色

量

が

判

明

し

て

い

る

。

再

輸

出

量

は

年

平

均

一
:
カ

ヒ

、

○

○

○

ク

ロ

ス

(
.
左

六
九

七

.
年

間

は
年
平
均

約

四
万

ク

ロ
ス
、
七

、
.

七

八
年

間

は
年

平
均

約

.

.万

一
、
○
○

○
ク

ロ
ス
)
、

染

色

量

は

年

、平
均

約

、
万

四

、

○

○

○

ク

ロ

ス

で

あ

る

。

コ

」
五

し

九

ー

八

七

年

、

エ
ム

デ

ン

、
瓦

七

九

年

に

約

..、
万

ク

ロ

ス
を

積

ん

だ

英

船

団

(船

数

は
不
明

)
が

入

港

、

八

三

年

夏

に

ハ
　

　

は
、

五

隻

(積

み
荷
量

は
不
明
)
が

入

港

し

た

。

八

四
-

八

七

年

の
四

年

間

に

は
、

ハ
ー

ゲ

ド

ル

ン

の

推

定

で

は
、
合

計

.
二

、
隻

ア

　

ウ

ド

ノ
デ

ヘ

フ

　

ア

デ

ノ

シ

　

ユ

　

ほ

　

ウ

ノ

ル

ノ

(
組

合

員

の
船

が

.
○

ー
隻

、
非

組
合

員

の
船

が

.
八
隻

)

の

英

船

が

入

港

、

そ

の
積

み

荷

は

年

平

均

旧

毛

織

物

約

四

万

ク

ロ

ス

、

カ

ー

ジ

ー

…織

と

べ
ー

ズ

織

、
万

反

で

あ

っ
た

。

叫

、
五

八

ヒ
ー

九

ヒ

年

、

シ

ュ
タ

ー

デ

、
五

八

七

年

に

ご

.隻

の

英

船

と

護

衛

艦

一
、隻

、

外

国

船

四
隻

、

八

八

年

に

六

月

に

三

六

隻

、

.

.
月

に

、
.
○

隻

、

別

に

、
隻

の
合

計

五

七

隻

、

九

〇

年

に

五

月

に

.
船

団

、

九

一
年

に

春

に

一
船

団

、

秋

に

、

.
隻

と

護

衛

艦

一
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隻

の
船

団

、
九

一
、年

に

.
月

と

八
月

に

.
一船

団
、

九

六
年

に
数

隻

、
九

七
年

に
五
月

に
組

合

員

の
大

船

語
○
隻

と

非
組

合

員

の
荷
を

積

ん

だ

四
隻

、

.

一
月

(?
)
に
組

合

船

八
隻

と

非

組

合

船

四
隻

が

入
港

し

た

、
と

い
う

記

録

が

あ

る
、

リ

プ

ス

ン
は

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

が

九

六
、
九

七
年

に
六

万
○

..、
一
八

ク

ロ
ス
を

ロ
ン
ド

ン
か

ら

シ

ユ
タ
ー

デ

へ
輸

出

し

た

、
と
述

べ

て

い
る
。
な

お

、
前

述
し

た

ウ

ノ

ル

ノ

よ
う

に
、

一
五
九

ヒ
年

八
月

一
日

に
帝

国
勅

令

が

布

告

さ
れ

た

た

め
、

三

か

月

の
猶

予
期

間
内

に
旧
毛

織
物

と

カ

ー

ジ

ー
織

合

計

二
万

八

、

○
○

○

ク

ロ

ス
以
上

が

シ

ユ
タ
ー

デ

で
売

ら

れ

た

こ
と

が
、

シ

ュ
タ

ー

デ
在
住

の
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ

ー
か
ら

本
国

へ
報

告

さ
れ

て

め
ヨ

し

い
る
。

㈲

.
五
九

八
1

.
六
〇

一
年

、

エ
ム

デ

ン

、
五
九

九
年

七

月

に
六

隻

の
船

団

が
.、.万
-

四

万

ク

ロ
ス

の
毛

織

物
を

積

ん

で
、

.
六

〇

〇
年

に

六
月

に

八
隻

と

九

月

に
九
隻

の
二
船

団

、

別

に

ロ
ン
ド

ン
か
ら

一
隻

、

ハ
ル
か

ら

二
隻

入
港

し

た
、

関
税

記
録

に
よ
れ

ば
、
積

み
荷

の
毛

織

物

は

こ

の
年

の
第

4

・
四
半

期

だ

け

で

.
万

四
、

二
六

ゴ
.レ
2
ク

ロ
ス
で
あ

っ
た

。

こ

の
他

に
、

一
六

〇

.
年

三
月

に
最
後

の
船

団

が

入
港

し
た

と

い
う

報

告
も

あ

る
が

、
詳

細

は
不

明

で
あ

る
。

因

一
六

〇

」
ー

一

、
年

、

シ

ュ
タ

ー

デ

.
六

〇

.
年

に

ロ
ン
ド

ン
か
ら

四
月

に
八
隻

(う
ち
...隻
は
非
組
合
員

の
積
み
荷
)
、

八
月

に

九
隻

(う
ち
四
隻
は
非
組
合
員

の
積

み
荷
)

の
一
。船

団

が
入

港

し

た
、

積

み
荷

は
合

計

約

四

万

ク

ロ

ス
。

別

に
秋

に

ハ
ル
か

ら

一
隻

が

入

カ

　

ン
　

く

港

、

積

み

荷

は

ノ

ー

ザ

ン

・
カ

ー

ジ

ー

織

.、一
〇

〇

反

。

翌

、
一年

に

は

ロ

ン
ド

ン

か

ら

三

船

団

、

合

計

.
一
〇
1

二

.
隻

(
.
.
月

に
四
隻

、

瓦
月

に
七
隻
、

、
○
月

に
九
隻

、
積

み
荷

は
κ
万

.

.、
○

○
○
ー

κ
万

五
、
○

○
○

ク

ロ
ス
、
金

額

は

ハ
ン
ザ

側

の
評
価

で
四
互

○
万

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・

マ
ル

ク

(約

κ

.
万

ポ

ン
ド

・
ス
タ

ー
リ

ン
グ
)
。

別

に

四

月

と

、
○

月

に

ハ

ル

か

ら

、
隻

ず

つ
、

積

み

荷

は

、

合

計

約

、一、
、

○

○

○

ク

ロ

ス
。

そ

れ

以

後

の

人

港

船

の
数

は

合

計

し

て
、

一
六

〇

.、一年

に

.
一
〇

隻

、

〇

四

年

に

一
九

隻

、

〇

五

年

に

、

、
隻

(以

ヒ
)
、

〇

六

年

に

二

↓
、
隻

で

、

そ

の

後

は

〇

七

年

に

五

隻

(
以
L

)
、

〇

八

年

に

七

隻

(以

上

、

一
〇

年

と

、

.
年

に

合

わ

せ

て

六

隻

、

と

減

少

し

て

い

る

。
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と

、

シ

ユ
タ
ー

デ
に

入
港

し

た
英
船

の
な

か

に
は

、

ア

へ
向

か

っ
た
船

(
.
六
Q

一、年

四
月
)
や
、

向

か

っ
た
船

(
,
六
〇
五
年

.
○
月
、
ア
ル
カ

ニ
ァ
号
)

一
六

世
紀

末

か
ら

.
七
世
紀

初

め

に
ド

イ

ツ

の
よ
う

に
推

定

し

て

い
る
。

ロ
ン
ド

ン
港

か

ら

の
輸
出

の
う

ち

ド

イ

ッ
と
低

地

地
方

へ
向

か

っ
た
分

を

七

〇
%
と

仮
定

し
、

〇

六
年

と

一
四
年

の
数

字

に
も
と

つ

い
て
、

イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
量

は
、

表

2

の
よ
う

に
、

こ

の
数
字

に

つ
い
て

二

つ
の
点

を

補
…足

説

明

し

て
お
く

。

と

こ

ろ

で
、

シ

ュ
タ
ー

デ
に
入
港

し

た

英
船

に

つ
い
て
は
、

そ

の
就
航

の
状

況

を
伝

え

る

二
人

の
代

理

商

の
手

紙

が
残

っ
て

い
る
。

ジ

ョ
ン
。

モ

ー

レ
イ

G
。
ぎ

ζ
。
膏

零

シ

ュ
タ
ー
デ
の
代
理
商
)
が
本

国

の
主

人

ラ

ン

レ

ノ

セ

ド

ー

ル

・
マ

ニ

ン

グ

勇
き

9

一一

ζ
き

塁

轟

Φ
)

に
報

告

し

た

元

帳

に

は

、

.
六

〇

一
年

か

ら

〇

五

年

ま

で

の

間

に

シ

ュ
タ

ー

デ

に

入

港

し

た

英

船

二

一、」隻

(令

部

で
は

な

い
)

の
船

ハ
　

ソ

名

と

船

長

と

入

港

日

が

記

さ

れ

て

い
る
。
そ

れ

に

よ

る
と

、

こ

の
π
年

間

に

.
隻

は

六

回

、

二
隻

は

五

回

、
三
隻

は

四
回

、

一、一隻

は

三

回
、

六
隻

は

二
回

、
八
隻

は

一
回
入
港

し

て

い
る

。
ま

た

、
年

二
回

(春
と
秋
)
入

港

し

た
船

が
延

べ
九

隻

あ

る
。

同
じ
く

代

理
商

の
リ
チ

ャ
ー
ド

・
ロ
ウ

ス
ト

ー

ム

(空
。
冨
乙

智

壽

ε
§

)
が

本

国

の

主

人

ラ
イ

オ
ネ

ル

・
ク

ラ

ン

フ
ィ
ー

ル
ド

(ζ
。
コ
ユ

O
轟
邑
Φ
讐

へ
宛

て
た
手

紙

に
よ

る

ミ
ド

ゥ
ル
ブ

ル

フ
か

ら

カ
ー
ジ

ー
織

を
積

ん

で
来

港

し

、
新

し

い
荷
を

積

ん

で

ロ
シ

ヒ

　

ス

注

文
を

受

け

て

二
〇

反

(カ
ー
ジ
ー
織

で
あ
ろ
う
)
を
積

ん

で

ス
ペ
イ

ン

の
セ
ビ

ー

リ

ャ

ヘ

ハ
　

　

も

あ

っ
た

。

(
エ
ム
デ
ン
と
シ

ユ
タ
ー
デ
)
に
輸
入

さ

れ

た

イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
量

を

、

バ

ウ

マ
ン
は
次

次

に

、

、
六

そ

の
う
ち

平

均

六

〇
%

が
ド

イ

ツ

へ
輸

入

さ

れ
た

と
仮

定
す

る
と

、
ド

イ

ツ

へ
輸

入

さ

れ
た

年

四
万

⊥
ハ
万

ク

ロ
ス
と
な

る
。

第

一
に
、
右

の
数

字

は

イ
ギ

リ

ス
人
商

人

に
よ

っ
て
ド

イ

ツ

へ
輸

入

さ

れ
た



16,17世 紀 ドイ ツに お け る イギ リ ス 毛織物 の 輸 人 ・fl:Lげ ・販};'11,;17

量

で
、

こ

の
他

に
外

国

人
商

人

に
よ

る

分
が

あ

っ
た

。
外

国

人
商

人

に
よ

る
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
輸

出

シ

ェ
ア
は
、
前

述

し

た

よ
う

に
、

.
五

世
紀

半
ば

の
四

κ
%

か
ら

.
六

世
紀

半

ば

の
、
、八

%

へ
と
大

き
く

減

少

し
、

一
五
九

八
-

一
六

〇
〇
年

に
五

・
.
四
%

、

、
六

〇

、

年

に

三

・
互

%
、

、
六

〇

一
、年

に

四

・
.
.八
%

、

、
六

〇

、.、年

に

、
.
・
五
七

%

で
あ

っ
た

。

第

二
に
、

イ
ギ

リ

ス
人

に
よ

る
ド

イ

ツ

へ
の
毛

織

物
輸

出

に
は
、

こ

の
時
期

に
は
組

合

員

で
あ

る

マ
ー
チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

ば
か

り

で
な
く

、
特
権

を

も
た

な

い
も

ぐ

り

の
貿

易
商

つ
ま
り

イ

ン
タ
ー

ロ
ー

パ

ー

(非
紅
合
員
)
も

従

事

し

て

い
た
。

同

じ
船

に

ア
ド

ヴ

ェ
チ

ャ
ラ
ー

の
荷
と

イ

ン
タ
ー

ロ
ー

パ
ー

の
荷

が

い

っ
し

ょ
に
積

ま

れ

て

い
た
り

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
が
特

権
貿

易
商

と

し

て

の
自

分

の
輸

出

分

の
荷

の
他

に
、

も

ぐ
り

の
荷

を

積

ん

で

い
た
り

し

た
例
も

あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
、

両
者

の
シ

ェ
ア
を

正
確

に
判

別

へ
　

　

す

る

こ
と

は
極

め

て
困

難

で
あ

る
。

バ

ウ

マ
ン

の
推
定

で
は

。

イ

ン
タ

ー

ロ
ー

パ

ー

の
シ

ェ
ア
は
、

一
五

八

四
-

八

七
年

に

一
七

.
五

%

、

.
五
九

し
年

に
.、.
.
%
、

.
六

〇

一
年

に
四

.
%

と

、

こ
ち

ら
は
増

加

の
傾

向

を
示

し

て

い
る
。

一
般

的

に
は

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

の
船

は

一
六

〇
ー

二
〇

〇

ト

ン
ぐ

ら

い
で
、

イ

ン

タ
ー

ロ
ー

パ

ー

の
船

(八
〇
1

一
〇
〇
ト

ン
)

の
お

よ

そ

二
倍

の
積

載

量

で

あ

っ

た
。

ま
た

、

一
五

九

八
年

ミ
カ

エ
ル
祭

で
終

る

.
年

間

に

ロ

ン
ド

ン
港

か

ら

の
輸

出

量

.
○
万

ヒ
、

七

一
五
ク

ロ
ス

の
う

ち
、

ア
ド
ヴ

ェ

ン
チ

ャ
ラ
ー

の
輸

出
量

は

六
万

二
、
九

八

〇

レ
尼
ク

ロ
ス
、

イ

ン
タ

ー

ロ
ー

パ

ー

の
輸

出

量

は

八
、

、論、四

六

%

ク

ロ
ス

で
あ

っ
た

と

い

う

。

後
者

は

総
輸

出
量

の
ヒ

・
九

%
、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

の
輸

出

量

の

、
、二

・
二
%

で
あ

る
。

2

イ

ギ

リ

ス
か

ら
輸

入

し
た
毛

織

物

の
染

色

・
仕

上
げ

。

一
五

六
〇
年

代

ま

で

前
述

し

た

よ
う

に
、

、
六
世

紀

に
増
加

し
た
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
輸

出

は

、
大
部

分

が
未

仕

ト
げ

の
、
白

地
広

幅

織

の
毛

織
物

で
、

そ

の
仕
向

先

は
主

と

し

て

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
で
あ

っ

た
。

つ
ま

り

、
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

は
未

仕

L
げ

と

い
う

半

製
品

の
状
態

で
、
低

地

地
方

へ
輸

出

さ

れ

て

い
た
わ

け

で
あ

る
。

と
す

れ

ば

、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン

へ
輸

出

さ

れ
た
イ

ギ

リ

ス
の
未
仕

L

げ

の
毛

織
物

は
、

ど

こ

で
染

色

・
仕

ヒ

げ
を

施

さ

れ

て

い
た

の
だ

ろ
う

か

。
半

製

品

の
状

態

で
輸

入

し

た
イ

ギ

リ

ス

の
毛

織
物

を

完
成

品

に
仕

L
げ

て
消

費
地

へ
送

り
出

し

て

い
た

、
大

陸

(低
地
地
方
と
ド
イ

ツ
)

の
染



1R商 経 論 叢 第35巻 第2号

色

・
仕

上

げ
業

に
目
を

向

け

る

こ
と

に
し

よ
う

。

低

地
地

方

で
反

乱

(「オ
ラ
ン
ダ
独
蹉
戦
争
」
)
が
勃

発

す

る

.
充

六

〇
年

代

ま

で
は

、

ブ

ラ

バ

ン
ト

(南
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
)
の

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
が
、

イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
染
色

・
仕
ヒ

げ

に
お

い
て
独

占

的
と

い

っ
て
よ

い
ほ
ど

の
地
位
を

保

っ
て

い
た
。

、
六
世
紀

の
初

め
ま

で

ミ
ド

ゥ
ル
ブ

ル

フ
や

ベ

ル

ヘ
ン

・
オ

ブ

・
ゾ

ー

ム

へ
も

来
港

し

て

い
た

イ
ギ

リ

ス

の
毛

織

物

船

団
が

、
前

述

し
た

よ
う

に

、
五
芯

六
年

か
ら
直

接

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
入
港

す

る

よ
う

に
な

っ
た

の
も

、

こ

の
町

の
染
色

・
仕

ヒ
げ
業

の
隆
盛

の
た

め
、

と

い
わ

れ

て

い

る
。、

九
六

〇
年

代
初

め
ま

で

に
毛

織

物

の
仕

ヒ

げ

に
従
事

す

る
親

方

と
職

人

が

.
、

六

〇
〇

人

に
も

な

っ
た

こ
と

は
前

述

し
た

が
、

そ

れ

に
も
ま

し

て
、
不
熟

練

労
働
者

の
増

加

が

い
ち

じ

る
し

く

、
そ

れ

が
職
人

の
手

間
賃

を
引

き

ド
げ

、
染

色

・
仕

L
げ

業

の
労

働
条

件

を
悪

化

さ
せ

て

い
た
よ
う

で
あ

る
。
信

仰

の
問
題

と
並

ん

で

こ

の
点
も

、

染
色

・
仕

ヒ
げ

職
人

の
ド

イ

ツ

へ
の
移
住

の
原

因

で
あ

っ
た
、

と

い

わ

れ

て

い
る
。

.
例

に
す

ぎ

な

い
が
、

メ
ダ

ー

(ζ
①
9
こ

と

い
う

商

人

の
帳

簿

に

よ

る
と

、

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

.
ク

ロ
ス

の
仕

上

げ

の
費

用

は

、

一

五
五

〇
年

頃

に
四
ー

五

㍉
.フ

ラ

ン
ド

ル

・
ギ

ル
ダ

ー

で

あ

っ
た

が

、
七

四
年

に
上
等

の
毛

織

物

で

.
一キ

ル
ダ

ー

.

.
グ

ロ

ッ
シ

エ
ン
ニ

ペ

ン
ス
、

カ

ー

ジ
ー
織

は

六

三
年

に

一
力
ー
ジ

ー
が

四
グ

ロ

ッ
シ

ェ
ン
で
あ

っ
た
。

ま

た
、
染

色

料

は

一
五

斤

一
年

に
平
均

、
四

フ
ラ

ン
ド

ル

・
ギ

ル
ダ

ー

(最
高
は
黒
染
め

の
.
、.
.ギ
ル
ダ
ー
、
最
低
は
黄
染
め
の
六
ギ
ル
ダ
↓

で
あ

っ
た

が
、

七

四
年

に
L
等

の
毛

織

物

の
黒

染

め

で

六

フ
ラ

ン
ド

ル

・
ポ

ン
ド
、

カ

ー

ジ

ー
織

は

六

、一.年

に

一
力
ー

ジ

ー
が
緑
染

め

で
六

ギ

ル
ダ

ー
、

赤
染

め

で
四

ギ

ル
ダ

ー

で
あ

っ
た

。

.

般

的

に

い

っ
て
、
毛

織
物

の
卸

商

人

は
売

上

げ

の

、
六
I
-二
五

%
を
染

色

の
た

め
に
支

出

し
た

と

い
わ

れ

、
ま

た
、

、
六
世
紀

を

通

じ

て

ヘ
サ
ニ

完
成

品

に
仕

h

げ

る
ま

で

の
費

用

は
卸
売

価

格

の
、
一〇
1

五
〇

%

で
あ

っ
た

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ
ン

の
染
色

・
仕

L
げ

業

に
は
到
底

及
ば

な

か

っ
た
が

、

ド
イ

ツ

の
都
市

で
も

、
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

を

取
り

扱

っ
て

い
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表3,ハ ンブルク市のイギ リス毛織物染色量

W.-K.Baumann,OP.cit.P.42よ り,

ン
、
仕

L

げ
業
者

に
は

、
○
○

グ

ル

デ

ン
が

与
え

ら

れ

、

○

○

ク

ロ
ス
の
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

を

供
給

す

る

こ
と

を
約

束

し

た
。

に
六

一
四

ク

ロ
ス
が
染
色

さ
れ

、

色

量

は
表

3

の
と

お
り

で
あ

る
。

ハ
ロ

い

 を

結
成

し

て

い
る

。

そ

の
他

、

ブ

レ
ー

メ

ン
、

ブ

ラ
ウ

ン
シ

ュ
ヴ

ァ
イ

ヒ
、

エ
ム

デ

ン
、

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト
、

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク
、

ミ

ユ
ン
ス
タ

i
、

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

で
も

、

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

と

仕

L
げ

が
行

わ

れ

て

い
た
記

録

が
あ

る
。

マ
ー

チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

組

合

が

ド
イ

ツ
に
指
定

港

を
移

す

に
当

っ
て
は
、

立

地
ヒ

の
優

劣

や
政

治

的

・
宗
教

的
事

情

と

並

ん

で
、
染

色

・
仕

ヒ

げ
業

の
存

在

も
選

択

た

ハ
ン
ザ
都

市

を
中

心

に

し

て
、
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
仕

L

げ

が
行

わ

れ

て

い
た

。

ケ

ル

ン
で
は

す

で
に

、
五
世
紀

に
、

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

・
ア
ム

・
マ
イ

ン

の
大
市

が

近
づ

く
と

毛
織

物

の

「
け

ば

立

て
」

9
毬
且
轟

)
と

「虹

毛

」

(。・常
巴

轟

)
が
忙

し
く

、

雇

職

人

の
数

を

、
一人

か

ら

四

人

に

ふ

や
す
許

可

を
市
参

事

会

か
ら

獲
得

し

た
と

い
う

。

イ

ル
ジ

ー
ク

ラ
ー

に
よ

れ
ば

、

イ
ギ

リ

ス
毛

織

物

の
輸

人
量

は
、

、
五

〇

〇
年

頃

に
年

、、、、

六

〇

〇
i

圧
、

○

○

○

反

ぐ

ら

い
で
あ

っ
た
。

.
亙

五

一.・年

と

五

四
年

に
市
参

事

会

は
染

色

・
仕

ヒ
げ

の
規
則

を

定

め
、

充
九
年

に
は

、
市

が
費

用

を
負

担

(
m

)

し

て
染

色
業

者

を

、
人

ヴ

ェ
ー
ゼ

ル
か

ら
連

れ

て
き

て

い
る
。

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
も

一
互

、一。○
年

に
、

織
元

と

イ

ギ
リ

ス
毛

織
物

を
取

り
扱
う

商

人

が

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ
ン

の
染

色
業

者

と
仕

L

げ
業

者

の
二
人
と

契
約

を

結

ん

で
、

イ

ギ
リ

ス
毛
織

物

の
染

色

・
仕

L

げ
を

始

め

た

。
見

本

の
商

品

を

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

で
買

う

た

め

に

、
染

色

業

者

に

は
、

三

〇

〇

グ

ル

デ

ニ
人

に
は
仕

事

場

が
提

供

さ
れ

た

、
毛

織
物
商

は
、

仕
上

げ

の
た
め

に
毎
年

四

こ

の
毛
織

物

商
と

織

兀
の
記

録

に

よ
れ

ば
、

一
五
三

五
年
上

、一六
年

そ

の
量

は
κ

四
年
-

五

五
年

に
は

六

、

.
、〇

八

ク

ロ

ス
と

.
○
倍
余

に
増
加

し

て

い
る

。
そ

の
後

の
染

こ

の
間

、
染

色

業
者

は

六

、、、年

ま

で

に
五

人

に

ふ
え

、
仕

L

げ
業

者

は

四

ヒ
年

に

、
、
一名

で
ギ

ル
ド
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肢

に
な

っ
て

い
た

こ
と

は
疑

い
な

い
。
し

か

し
、

ド
イ

ツ
で
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
染

色

・
仕

ト

げ
業

が
急

速

に
発

展

し

て
、

ア

ン
ト

ウ

ェ

ル

ペ
ン

(ブ
ラ
パ
ン
上

の
独
占

を
崩

す

の
は

、
六

〇
年

代

以
降

に
低

地

地
方

か

ら
染

色

・
仕

L

げ

業
者

の
来

住

(「信
仰

の
亡
命
者
」
)
を

迎
え

入

れ

て
か
ら

で
あ

る
。

な
お

、
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
染

色
と

仕

ヒ

げ

に

つ
い
て
は
、

念

の
た
め
次

の
.
一点

を

補

足

し

て
お

こ
う

。

の

染

色

と

仕

L

げ

を
施

さ

れ

た
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

は

、
ド

イ

ツ

(や
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
)
で

は
貴

族

と

都

市

の
ヒ

流

・
有
産

市

民

の
問

で
好

ん

で
使

用

さ
れ

て

い
た

ぜ

い
た

く
品

で
あ

っ
た

。

.
六

世
紀

に
出

さ
れ

た
衣

服

の
華
美

を
禁

止

す

る

ド
イ

ツ
諸

都
市

の
法

令

の
中

で
、

「
イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

」

(
自
コ
讐
菩

魯

}
.ゴ

ピ
8
傷
書

。
互

げ
」

の
使

用

が
た

び
た

び
制

限

さ

れ

て

い
る

こ
と

が

、

こ

(
12

〕

れ

を

物

語

っ
て

い
る

。

バ

ゥ

マ

ン

が

著

書

の

中

で

紹

介

し

て

い

る

が

、

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

市

の
会

計

簿

に

も

と

つ

い
た

レ

ル

ナ

ー

(悶
・

常

9

①
『
)

の
比

較

は

興

味

深

い
。

す

な

わ

ち

、

、
圧

.
○

年

に

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

ー
エ

レ

の
価

格

(卸
売

価
格

で
あ

ろ
う

)
は

当

地

の
通

貨

で

一
一、、
五

ペ

ン

ス

(
.
メ

ー

ト

ル

当

り

.
一
四

互

ペ

ン

ス
)

で

、

こ

れ

は

ハ
ム

.
四

キ

ロ
、

バ

タ

ー

か

蜂

蜜

一

.
キ

ロ
、

豚

の

脂

.
、
ド

.

.

キ

ロ
、

シ

ナ

モ

ン

.、
、
.
.
五

グ

ラ

ム

、

ア

ウ

ク

ス

ブ

ル

ク

製

の

バ

ル

ヘ

ン

ト

(
フ

ァ
ス
テ
ィ

ア
ン
)
…織

九

メ

ー

ト

ル

、

蹄

鉄

一.、○

個

、

当

市

の

濠

掘

り

人

の
日

給

、
一.
ド
,
甘

(
約

.
、週
間

)
分

に
相

当

し

た

と

い
う

。

ま

た

、

.
五

π

八

年

に

ダ

ン

ツ

ィ

ヒ

の

あ

る

商

人

は

、

ロ

ン

ド

ン

レ

　

べ

で
彼

の
持
船

を
毛

織

物

...六

反

と
交

換

し

た
と

い
う

。

口

毛
織

物

の
染

め
色

で
は

、

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク
と

ケ

ル

ン

の
記

録

か
ら
見

る
と

、

、
五
世

紀
末

ま

で
は
濃
淡

さ
ま
ざ

ま

な
赤

、
緑

、

青

な

ど
明

る

い
、
鮮

や

か
な

色

に
染

め

る

こ
と

が
多

か

っ
た

が

、

一
六

世

紀

に
人

る

と

ス

ペ
イ

ン
の
風
俗

が

ド
イ

ツ
で

流
行

し

、
う

す

い
、
暗

い
色

に
染

め

る

こ
と

が
多

く

な

る
。

一
四

一
、六
-

四

二
年

の
ケ

ル

ン

の
毛

織

物

会
館

の
記
録

で
は

、
染

め
色

が

判

明

す

る

五

八

八

レ
2
反

の
う

ち

濃

淡

含

め

て
赤

が

六

五
%

に
対

し

て
黒

は

四
%

に
す

ぎ

な

い

の
に

、

一
五
〇
年

ほ
ど

の
ち

の

一
五

八

」、「

九

一
年

の
プ

レ

ー

メ

ン
の
あ

る
染

色

業
者

の
帳

簿

で
は
、

一
五

八
.ニ
ー

八

九
年

間

に
染
色

さ

れ
た

一
九

六

六
反

の
う

ち

流
行
色

の
黒

が
八

.

・
四
六
%
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{
招

)

に
対

し

て
赤

は
、

四

・

一
五

%

に
す
ぎ

な

い
。
染
色

の
流
行

が

大
き

く
変

っ
た

の
で
は

な

い
か
と

思
わ

れ

る
。

一
六
世
紀

以

降

、
流
行

の

黒
染

め

の
べ
ー

ス
と

な

る
青

染

め

の
染
料

と

し

て
、

伝
統

的

な
大

青

に
代

っ
て

イ

ン
ジ

ゴ

(藍
)
が
普

及

す

る
が

、

こ
れ

に

つ

い
て
は
後

述
す

る

こ
と

に
し

よ
う

。

へ
け

ロ

3

ド

イ

ツ
の
染

色

.
仕

上
げ

業

の
発

展

ド
イ

ツ
の
諸
都

市

に
お
け

る
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
染

色

・
仕

k

げ
業

は

.
六
世

紀

後
半

に

急
速

に
発
展

し

て
、

ブ

ラ
バ

ン
ト

ヘア
ン
ト
ウ

ェ
ル
ペ
ン
)
の
独

占
を

崩

し

た
が

、
そ

の
t

な

原
因

は

、

↓

マ
ー
チ

ャ

ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ

ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

が

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
を

撤
退

し

て
、

指
定

港

を

ド
イ

ツ

へ
移

し
た

こ
と

、
O

南

ネ

ー

デ

ル
ラ

ン
ト
を
逃

れ

た
染

色

・

仕
上

げ
業

者

(「信

仰

の
亡

命
者

」
)
が

ド

イ

ツ
の
諸

都
市

へ
来
住

し
た

こ
と

、

で
あ

っ
た
。

特

に
後

者

の
影
響

は
大
き

い
。
以

ド

、
主

要

な
都

市

に

つ
い
て
見

て

い
こ
う

。

エ
ム
デ

ン

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
指
定

港

と

な

っ
た

ド
イ

ツ
の
、一.
つ
の
都
市

の
う

ち

、

エ
ム

デ

ン
で
は

、
南

ネ

ー

デ

ル
ラ

ン
ト

か
ら

の

亡
命

者

が
来

住
す

る
ま

で
は
、
織

元

だ

け

が
ギ

ル
ド

を
作

り

、
仕

止

げ

の
作
業

も
織

元

が
行

っ
て

い
た

。
亡

命

者

が
来
住

し

た

の
は
、

.

五
五

三
年

か
ら

五

四
年

で
、

第

一
波

二

五
四
八
-
五
〇
年
)

の
亡
命

者

の
う

ち

、

い

っ
た

ん
イ

ギ

リ

ス

へ
渡

っ
た
者

が

メ

ア
リ
女

正

の
新

教
禁

止
令

(
.
五
亙
、、、年
)
の
た

め

に

エ
ム

デ

ン

へ
来
住

し

た

よ
う

で
あ

る

。
そ

の
影

響

が
表

れ
た

の

で
あ

ろ
う

、
早

く
も

五

五
年

に

エ

ム

デ

ン
の
活

況

を

調
査

す

る
た

め

に
、

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
市

参

事

会

が

二
人

の
密

偵

を

エ
ム

デ

ン

に
送

っ
て

い
る
。

そ

の
報

告

に

よ

る

ツ

ノ

ダ

　

と

、

エ
ム

デ

ン
に
は

イ

ギ
リ

ス
毛
織

物

用

の
張

り
枠

が
三
台

、

染
色

場

が

・
、軒

、
仕

ヒ

げ
場

が

.
軒

あ
り

、

イ

ギ

リ

ス
人

の
卸

商

人
が
在

住

し

て

い
た
。

亡
命

者

の
第

.
一波

が
始
ま

る
と

六

ヒ
年

に
多
数

の
商

人

が
来

住

し
、

「
六

ヒ
年

に

は
来

住

者

は

旧
市

民

の
..、分

の
.
一
に
達

し

た
」

と

い

わ

れ

て

い
る
。

エ
ム

デ

ン
に
お

け

る
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

・
仕

上

げ

の
数

量

は

不
明

で
あ

る
が

、

バ

ウ

マ
ン
は
、

エ
ム

デ

ン

の
商
人

が
毎

年

亙

○
○

.
一、

○

○
○

ク

ロ
ス

の
染
色

・
仕

上
げ
ず

み

の
毛
織

物

を

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

・
ア
ム

・
マ
イ

ン

へ
送

っ
て

い
た
、

と
述
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べ
て

い
る
。

九

〇
年

代

に
は

二

.、
の
ギ

ル
ド

の
中

に
織

布

r

ギ

ル
ド
と

け

ば

立

て

エ
ギ

ル
ド

が

あ

っ
て

、
前

者

は
最

大

の
ギ

ル
ド

の

、

ハ
め

い

つ
、
後
者

は
序

列
第

請
位

で
あ

っ
た

。

ハ
ン
ブ

ル

ク

ハ
ン
ブ

ル

ク

の
商

人

の
中

に
は
以
前

か

ら

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
を

通
し

て
対

英

貿

易
を

行

っ
て

い
た

者

が

い
た

が
、
前

述

の
よ
う

に

(注

11
)
、
彼

ら

は

、
五

、・.○
年

に

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
か
ら

染

色

業

者

と
仕

L

げ

業

音

を

、
人
ず

つ

ハ
ン
ブ

ル

ク

へ
連

れ

て
き

た
。

こ
れ
が

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
指

定

港

で
あ

っ
た

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
の
独

占

か
ら
独

立

す

る
第

、
歩

で
あ

っ
た

。

、

五
五

・一.年

、

五

四
年

に
は

シ

ユ
レ
ー

ダ

ー

(』葵
。
σ

ω
〔
町
α
号
『
)
と

い
う

商

人

が

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
代

理

商
を

通

し

て
未

仕

ヒ

げ

の

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

を
買

付

け

、

こ
れ
を

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
染
色

・
仕

ト
げ

し

て

い
る
。

五
〇
年

代

に

は
毛
織

物

の
染
色

・
仕

ヒ
げ

業

は
、
醸

造
業

と
並

ん

で

ハ
ン
ブ

ル

ク

の
重

要
産

業

に
な

っ
て

い
た

。
染

色
業

者

の
数

は

.
五

六
、..年

に
五

人
、

以
後

し
だ

い
に
増

加

し

て

.
六

、

へ
ぼ

し

」
1

、
・
、年

に

.
五
人

に
な

っ
た
。
仕

ヒ

げ

r
は

、
五

四
ヒ
年

に
ギ

ル
ド
を

結

成

し

た
時

に
親
方

.
、
.人

で
あ

っ
た

。

南

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

か
ら

の
亡

命
者

の
来
住

は

、
κ

六
六
-

七

〇
年

に
そ

の
数
を

ま

し

、
特

に

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
が
陥
落

し

た
八

五

年

か

ら
八
九

年

に
か
け

て
は

「洪

水

」

の
よ
う

に
流

人

し
た

。
市

民

の
四
分

の

ー
に
達

し

た
と

い
う
。

来
住

者

を
迎

え

て

ハ
ン
ブ

ル
ク

で

は
対

イ

ベ
リ

ア

(ア
ジ

ア
、
ア
メ
リ
カ
)
貿

易

や
対

ド

イ

ツ
商
業

が
盛

ん
に

な
り

、

ド
イ

ッ
最

初

の
取

引
所

が
開

設

さ

れ

(
。
π
κ
八
年
)、

海

上
保

険

や
銀

行
業

も

発
達

し

、

ド

イ

ツ
の
都
市

の
中

で

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
遺

産

の
最
大

の
継
承

者
と

な

っ
た

。

.
五
世
紀
末

に

.

万

一
、、

○
O

O
i

、
万

四
、

○
○

○

で
あ

っ
た

人

口
が

、
六
世

紀

末

に
四

万

(
.
し
世
紀
末

に
は
六

.
○
万
)
に
増

加

し

た

こ
と

が
、

ハ

(
17

㌔

ン
ザ

の

「
盟
主

」

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

や
ケ

ル

ン
と

対

比
し

て

ハ
ン
ブ

ル

ク

の
隆

盛
を

物

語

っ
て

い
る
。

バ

ウ

マ

ン
は

、

第

、
次

指

定

港

時

代

(
、
κ
六
九
1
し

八
年

)
を

含

む

,
五

六

一」「

一
六

.
一
、年

間

に

ハ
ン

ブ

ル

ク

で
染

色

さ

れ

た

毛

織

物

の
う

ち

、
検
査

を
受

け

て
シ

ー

ル
を
貼

ら

れ
た

合
格

品

の
量

を
表

示

し

て

い
る
、

そ

れ

に
よ

る
と

、
第

、
次

指
定

港

時
代

に
平
均

一
万

四

、
○

○

○

ク

ロ
ス
余

(そ

れ

以
前

は
最

高

で
八

、

○

○
○

ク

ロ
ス
程

度

)

に
達

し
、

以
後

も
だ

い
た

い
年

、平
均

.
万

二
、
0

0

0
1

、
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万

五
、

○
○

○

ク

ロ

ス
の
間
を

推
移

し

て

い
る

(最
高
は

,
瓦
八
七
、
八
八
年

の
合
計
一、万

九
、
、
.六

、
ク

ロ
ス
、
年
平
均

.
万
九
、
六
.、.○
ク

ロ

ス
)。
前

述

し

た

よ
う

に
、

こ
れ

は

ハ
ン
ブ

ル
ク

へ
輸

入

さ

れ

た

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

の
、一、丘
…

四

〇
%

程

度

で
、
残

り

の
六
〇
i

六
五

%

ほ
ど

が
未

仕

L

げ

の
ま
ま

再

輸
出

さ

れ

、
別

の
都
市

で
染
色

・
仕

ヒ
げ

を
施

さ
れ

て

い
た
。

ハ
ン
ブ

ル

ク
が

ル
タ

ー
派

の
町

で
あ

っ
た

こ
と

か

ら

、

カ

ル
ヴ

ァ
ン
派

の
来

住

者

と

の
問

に
ト

ラ
ブ

ル
が
生

じ

た

こ
と

は
前

述

し

た

が
、

そ

れ
と

は
別

に
、

こ

の
当

時
染

色

業

に
起

こ

っ
て

い
た

「
悪
魔

の
色

」

角
窪
鍵
奪

簿
P

♀
註
ω

8
δ
霞
ω)
を

め
ぐ

る
ト

ラ
ブ

ル
が

ハ

ン
ブ

ル
ク

で
も

起

こ

っ
て

い
た

。
織

物

の
染

色

で
使

用

を

禁

止

さ

れ

た

染

料

が
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

公

認

の
伝

統

的

な

大

青

(芝
鉱
ρ

も

つ

　

ナ
よ

ら

も
ぼ

ノ

ミ

≦
。
巴
)
に
対

し

て
市

参

事
会

と

毛
織

物

商

が
禁
止

し
た

染
料

は
、

没
食

子

(κ
倍
ヂ
)
(ひq
き

、

ぬ

る

で

(ω¢
舞
巳

な

ど

で
、

イ

ン
ジ
ゴ

は

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
は
禁

止

さ
れ

て

い
な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、

、
六

、
.
年

に
な

る
と

市
参

事
会

は
没
食

r

を
使

っ
た
黒

染

め
を

許

可

し

て
お
り

、

二

一
年

に
は
大

青

染

め

の
業
者

八

人

に
対

し

て
没
食

r
染

め

の
業

者

が

一
〇

人

で
あ

っ
た
。

シ

ュ
タ

ー
デ

シ

ユ
タ
ー

デ
は
早

く

か
ら
宗

教
改

革

を
受

け

い
れ

て

い
た

が
、

↓
五

ヒ
七
年

以
降

低
地

地
方

か
ら

ワ

ロ
ー

ン
人

が
来
住

し
、

八

八
年

に
は

ワ

ロ
ー

ン
人

の
地

区

が
、
九

一
年

に
は

フ
ラ

ン
ド

ル
人

の
地

区

が

で
き

た

。

来
住
者

の
多

く

は
毛

織

物

の
仕

上

げ

に
従

事

し

、
織
布

工
ギ

ル
ド

に
は

四

〇
〇
人

の
け
ば

切
り

工
が

い
た

こ
と

も

あ

っ
た

と

い
う

。

一
⊥ハ
〇

五
年

に
市
長

は

、
ヰ人

の
染

色

業
者

に
深

紅
色

と

コ
チ

ニ
ー

ル
染

色

の
特

権

を
与

え

て

お
り

、

市

壁

の
外

の
シ

ュ
ヴ

ィ

ン
ゲ
川

沿

い
に
は
染

色
場

も

あ

っ
た

。

イ
ギ

リ

ス
毛

織

物

の

指
定

港

で
あ

っ
た
時

(
.
涯
八
七
ー
九
七
、

.
六
〇

.
1

.

.
年
)
に
は
イ

ギ

リ

ス
人
商

人
も

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
か
ら
来

住

し
た

。

シ

ユ
タ

ー

デ

の
染

色

・
仕

ヒ

げ
量

は
記

録

が
焼

失

し

て
不

明
だ

と

さ

れ

て

い
る
。
断

片

的
な

事

実

で
あ

る

が
、

ハ
イ

ル
ブ

ロ
ー

ン
の
オ

ル
ト

(O
嘗
げ
)
商

会

と

ブ

ラ
ウ

ン
シ

ュ
ヴ

ァ
イ

ク
市
参

事
会

は

シ

ユ
タ
ー

デ
で
未
仕

L

げ

の
冠

織

物

を

買

い

つ
け

て
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
染

色

.
仕

ヒ
げ

さ

せ

て
お
り

、

、
方

、

ラ
イ

プ

ツ
ィ

ヒ

の
商

人

シ

ュ
マ
ル

ツ

(客

。・
島
暴

欝

)
は

.
六
〇

〇
年

に
イ
ギ

リ

ス
毛
織

物

.
、
○

○
○

ク

ロ

ス
を

、、・ド

ゥ
ル
ブ

ル

フ
で
買

っ
て
、

シ

ユ
タ

ー

デ
と

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
仕

L

げ

さ

せ
た

。

.
五

九

ヒ
、

。
六

〇

.
、

○

、
、年

の
∵
、
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年

間

の
平

均

で
は
、
輸

入

し
た
毛

織
物

の
お

よ
そ

ご
、五
%

が
未

仕

ト
げ

の
ま

ま

ハ
ン
ブ

ル

ク

へ
送

ら

れ

て

い
た

。

シ

ユ
タ

ー

デ
は

.
七

世
紀

の
初

め

ま

で
は
商

業

都
市

と

し

て

ハ
ン
ブ

ル

ク
と

拮
抗

し

て

い
た
が

、

そ

の
後

は
、

ハ
ン
ブ

ル
ク

の
隆

盛
と

は
逆

に
衰

退

し
た
。

エ
ル

ベ
川

の
流

れ

が
東

へ
移

動

し

た

こ
と
、

一.、○
年

戦
争

中

、

、
六

二
八
年

と

四

五
年

の
ー
.度

、
包

囲
攻

撃

を
受

け

　
ぼ

レ

た

こ
と

が

不
利

に
作

用

し

た
。

以

ヒ

の
、一.都

市

は
指

定
港

で
あ

る
が

、
イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
染

色

と
仕

L

げ

は
指
定

港

以
外

の
都
市

で
も
行

わ

れ

て

い
た
。

そ

の
な

か

か
ら

四

つ
の
都

市
を

選

ん

で
述

べ
る

こ
と

に
し

よ
う

。

ブ

レ
ー

メ
ン

、
五
ヒ

○

、

八
〇
年

頃

ブ

レ
ー

メ

ン
に
は

四
、

五
人

の
染
色

業

者

が

い
た

が

、
そ

の

.
人

フ

ァ
ル
バ
ー

(↓
。
ヨ
①
。。

閃
。・「ー

ノ

　

う

ノ

ヒ

　

ノ
ハ

壽

門
)

は

、

.
五

八

、∴
1

八

九

年

の
ヒ

年

間

に

イ

ギ

リ

ス

の
紡

毛

織

-
九

六

六

ク

ロ

ス
と

カ

ー

ジ

ー

織

、

ベ
イ

織

な

ど

.
八

、一
、-
.
.反

を

染

コノ

　

ケ

ノ

色

し

て

い

る

。

紡

毛

織

の
う

ち

.
八

ヒ

九

ク

ロ

ス

(九

κ

・
瓦
ヒ
%

)
は

黒

、

赤

、

紫

、

ト

ー

ニ
ー

、

灰

色

の

五

色

で

(残
り

の
八

し

ク

ロ

フ

　

ぬ
ノ

ン

ス
は

.
・
、色

、
特

に
流

行

の
黒
染

め

は

.
六

〇

一
1
,グ

ロ
ス

(紡

毛

織

の
八

、
・
四
六
%
、
κ
色

の
八
五

・
、
、%
)
と

断

然

多

い
。

フ

ァ
ル

バ
ー

は

そ

の
他

に
ド

イ

ツ
製

の
毛

織

物

の
染

色

も

し

て
お

り

、
染

色

料

と

し

て
現
金

の
他

に
染

料

、
色

留

め

材

、
食

品

(牛
、
バ
タ
ー
、

蜂
蜜
)
も
受

取

っ
て

い
た
。

フ

ァ
ル

バ
ー
が
染

色

し

た
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

に

つ
い
て
は

、
注

文

主

の
商

人
名

が

判
明

し

て

い
る

。
紡
毛

織

は
六

六
人

で
、
う

ち

四

六

人

(七
〇
%
)
が

二

〇

ク

ロ
ス
未
満

(う
ち
約
八
〇
%
は

、
○
ク

ロ
ス
未
満
)
の
小

口
注

文

r

で

あ

る

が

、

四
ヒ

八

㌧
.ク

ロ

ス
、

一
九

五
」
,.

ク

ロ
ス
、

一
八

一
ク

ロ

ス
と

い
う

大

口

の
注

文

主

も

い
る
。

バ
ウ

マ
ン
に
よ

れ
ば

、

注
文

主

の
商

人

は
す

べ

て
ブ

レ
ー

メ

ン
市

民

で
あ

る

が

、
そ

の
う

ち

六
人

は
低

地

地
方

か

ら

の
来
住

者

で
あ

る

。
六

人

の
来
住

者

の
う

ち

四
人

が

.
一〇

ク

ロ
ス
以
L

を
注

文

し

て

い
る

が
、
特

フ

　

ウ

ノ

ヒ

　　

べ

に

ウ

ォ

ル

タ

ー

ズ

(Q。
冨

く
窪

芝

。
一け嘆

6。
)

は

紡

毛

織

四

七

八

レ
ワグ

ロ

ス

(
.
.四

・
.二
%

)
、

カ

ー

ジ

ー

織

な

ど

一

、
六

反

(
六

三

%

)

と

、

最

大

の

大

口

注

文

主

で

あ

っ
た

。
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ブ

レ
ー

メ

ン

で
は
仕

L
げ

工

は

ギ

ル
ド
を
作

っ
て

い
た

が
、

、
七

世
紀

の
初

め

に
は

、

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

、

ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
、

ナ

ゥ
ム

ブ

ル
ク

の
大
市

の
直
前

に
な

る
と

仕
事

が

ふ
え

る
た

め

に
、

日
曜

日
や
祝
祭

日

に
も
仕

事

を
す

る
許

可
を

要
求

し

て

い
る

。
織
物

を
乾

燥

へ
り

　

す

る
張

り
枠

が
七

〇
台

以

ヒ
あ

っ
た
と

い
う

。

フ

ラ

ン
ク

フ

ル
ト

.
ア
ム

.
マ
イ

ン

.
五
九

〇
年

代

に
リ
ー

ル
か
ら
来

住

し
た

デ

ル

・
ヴ

ァ
ル
ト

G
。
冨
零

鳥
ユ

≦
9・同¢

が
市

の
染

色

場

を

賃

借

し

て
毛

織

物

の
染
色

を
行

っ
て

お
り

、

ケ

ル

ン
か

ら

の
来

住

音

も

加

わ

っ
て

、
し

世

紀

初

め

に
染

色

業

者

は

・
、○
人

に

ふ

え

、
染

色

量

は

互
万

ク

ロ

ス
に
達

し
た

。

こ

の
頃

が
染

色

業

の
繁

栄

の
絶

頂

で
、

ハ
ン
ブ

ル

ク

の
商

人

が
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

を

エ
ム

デ

ン

で
買
付

け

、

フ

ラ
ン
ク

フ
ル
ト

で
染
色

・
仕

L
げ

を

し

て
当
市

と

カ

ッ
セ

ル

で
売

っ
た
、

と

い
う

記

録

が
残

っ
て

い
る
。

し
か

し
、

そ

の

後
衰

退

し

た

の
は
、

ハ
ン
ブ

ル

ク
、

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
、

ダ

ン

ツ
ィ

ヒ
な

ど

に
比

べ
て
新
技

術

の
導

入

に
遅
れ

た

こ
と

や
、

仕
L

げ
業

者

{
20

}

に
対

す

る
規

制

、

イ

ン
ジ

ゴ

の
使

用
禁

止

な
ど

の
た
め

だ

と

い
わ

れ

て

い
る
。

ケ

ル
ン

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
に
近

く
、

取

引
関

係

が
早

く

か

ら
あ

っ
た

ケ

ル

ン
で
は

、
す

で
に

一
五

五
四
年

に
市

参
事

会

が

イ
ギ

リ

ス
毛
織

物

の
染
色

と

仕
ヒ

げ

に
関

す

る
規

則

を
制

定

し

て

い
る
。

五
九
年

に
は

ヴ

ェ
!

ゼ

ル
か
ら

市

の
費

用

で
染
色

工
を

連

れ

て
き

て
お

り

、

六

〇
年

代

に

は
多

数

の
仕

ヒ

げ

r

が
低
地

地

方

か

ら
来
住

し
た

。

し

か
し

、

ケ

ル

ン
で
は

染
色

と

仕

L
げ

は

そ
れ

以
L

発

展

せ
ず

、

八

〇
年

代

頃

か

ら
衰

退

に
向

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

、
瓦
八

、
一年

の

あ

る
報

告

は
、

毛
織

物

の
多

く

は

い
ま

で
は

ケ

ル

ン
で
仕

L

げ
ら

れ
ず

、
染

色

だ

け

さ
れ

て

い
る

と
述

べ

て
お

り
、

、
六

〇
L
年

に
は
、

毛

織

物

の
多

く

は
す

で
に
仕

L

げ

ら

れ
た
状

態

で
輸

入

さ

れ

て

い
る
、

と
染

色

r

や
け

ば
立

て
L

が

不
満
を

表

明
し

た
。

衰

退

の
原

因
は

仕

ト

げ
技

術

の
不
足

、

「
百
分

の

、
ペ

ニ
ー
税

」

の
導

入

、

市
参

事

会

に

よ

る
規

制

な

ど

で
、

た
と

え

ば

、

.
五
九

七
年

に
市

参

事

会

は

　
の

　

「偽

り

の
腐

食

し

た
染

色
」

(「悪
魔

の
色
」
)
の
使

用
を

禁

止

し

て

い
る
。

ニ

ュ
ル
ン

ベ

ル
ク

内

陸
部

南

ド

イ

ツ
の
帝

国

都
市

ニ
ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

で
は

早
く

か

ら
毛

織

物

生
産

が
盛

ん

で
、
絶

項
期

の

、
涯

∵
・八
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年

の
生

産

量

は
検

印

税

の
税

収

か
ら

推
定

し

て

一
万

四
、

二
五

〇
反

に
達

し
た

が
、
東

欧

(
ハ
ン
ガ
リ
ー
)
市

場

の
喪

失

な

ど

の
影

響

で

ロぢ

四
七
年

に
は
約

八
、

六

〇
〇

反

、
七

〇
年

に
は

・
、

六

五
〇

反

に
落

ち

こ
ん
だ
と

い
う
。

こ

の

.
五
七

〇
年

代

か

ら

、
同
市

の
毛

織
物

r

業

の
中

心

は
織
布

か
ら
染

色

・
仕

上
げ

へ
転

換

し

て

い
く

が
、

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル
ク

が
イ

ギ

リ

ス
毛
織
物

の
染
色

.
仕

上
げ

を

開
始

し
た

の

は
ち

ょ
う

ど

こ

の
時

で
あ

っ
た
。

そ

の

い
き

さ

つ
は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

低

地

地

方

に
反

乱

が
起

こ

っ
て

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
商

業

が
閉
塞

し

、
そ

の
た

め

に
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

を

ハ
ン
ブ

ル
ク

へ
送

っ
て
仕

ト
げ

を
施

し

て

い
る
、
と

い
う
情

報

を
聞

い
て
、
市

参
事

会

は

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

.
仕

L
げ

業
を

導
人

す

る

こ
と

を
決

め
、

ヘ
ン

ト

(ガ
ン
)
か
ら

来
住

し

た

デ

・
ボ

イ

ス

(冨
鵠

ユ
①

ゆ
。
琶

を

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
派

遣

し
た
。

、
五
六
九

年

の

こ
と

で
あ

る
。

デ

.

ボ

イ

ス
は

染
色

業

者

(」.
0
8
冨

轟
芭

實

O

国
霞
く
①
)
と
仕

ヒ

げ
業

者

(}

<
。コ
。。
零

藁

℃
F

号

「
Φ
巳

を

、
.人
ず

つ
連

れ

て
来

た

が

(五

月
)・

四
人

は

ペ
グ

ニ

ッ

ツ
川

の
水

を

「
口
に
含

ん

で
吟

味

し

て
」

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
や

ハ
ン
ブ

ル

ク

に
劣

ら

な

い
染

色

が

で
き

る
と

明
言

し
た

・
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

六

月

に
市
参

事

会

は

四
人
と

契

約

を
結

び

、
染

色
場

の
建

設
、

乾
燥

場

の
購

入

、
設
備

.
備
品

の
製

作

や
注

文

を
進

め

る
。

、
方

、

四

人

は

い

っ
た

ん

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
帰

っ
て
家

族

と
職

人

.
、六
名

を
連

れ

て
戻

り
、

別

に
数
名

の
手

工
業

者
も

来
市

し
た

。
染

色

・
仕

h
げ

業

を
導

入

す

る

た
め

に
市

参
事

会

が
支

出

し

た
金

額

は

、
全
部

で

、
万

、
、
○

○
0
1

一
万

二
、

〔
23

r

O
O

O

グ

ル
デ

ン
と

推
定

さ

れ

て

い
る
,

最

初

の
染

色
布

は

八
月

に
仕

L

が
り

、
品

質

は
非

常

に
良

か

っ
た
。

染
色

業

は
順

調

に
進

み
、

、
○
年

目

の

、
五

七

八
年

に
は

五
人

の

　

ス

親
方

染

色

業
者

で

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

約

四
、

○

○

○

ク

ロ
ス
、

カ
ー

ジ

ー
織
約

.
万

、
.、

、
一、、○

反
を

染
色

し

た
。

カ
ー

ジ

i
織

.、.反

を
毛
織

物

一
ク

ロ
ス
と
換

算

す

る
と

、
合

計

八

、

〇
四

四

ク

ロ
ス
と

な

り

、
ド

イ

ツ

へ
輸

入

さ

れ
た

イ

ギ
リ

ス
毛

織

物

の
.
、割
程

度

で

は

な

い
か
と

思

わ
れ

る
。
染

色

料

を

・
ク

ロ

ス
平
均

八

グ

ル
デ

ン
と

し

て
、

五
人

で
年

六
万

四
、

○

○
○

グ

ル
デ

ン
の
収

入

で
あ

る
。

一
六

世

紀
末

か
ら

カ

ー
ジ

ー
織

の
染

色

量

が
減
少

す

る
が

、

こ
れ

は
、

ト

ル

コ
の
脅

威

や
宗

教

紛
争

の
ほ

か
特

に
シ

ユ
レ
ー
ジ

エ
ン
織
物

工

業
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の
競
争

に

よ

る
も

の
で
あ

っ
た

。

未

仕

ヒ

げ

の
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

は
霊

と

し

て
イ

ギ

リ

ス
人

そ

の
他

の
外

国
人

に

よ

っ
て
輸

人

さ

れ

て

い
た

。

し
た

が

っ
て
、
関
税

の
ト

ラ
ブ

ル
で
輸

入

が

止
.ま

っ
た
年

(た
と
え
ば

、
亙
ヒ
九
年
)
に

は

、
染
色

場

と
仕

L

げ

場

は
仕

事

が

な

く

な

っ
た
。
仕

L

げ

業

者

の
デ

・

(
24

}

フ

ェ
ッ
ト

は
陳
述

し

て

い
る
。

「
イ

ギ

リ

ス
人

が
関
税

に
よ

っ
て
追

放

さ

れ

る
と

仕

」

げ

業

は
衰

え

る

だ

ろ
う

。
と

い
う

の
は

、
地

元

の

市

民

は
染

色

の
た

め

に
レ
分

な

最

の
商
品

を

輸

人

し

て

い
な

い
か

ら
だ

。
」

こ
れ

に
対

し

て
、

イ

ギ

リ

ス
人

に
は
染

色

・
仕

L

げ
を

施

し

た
完

成

品

の
毛
織

物

の
取

引
は
許

さ
れ

て

い
な

か

っ
た
。
完

成

品

と
し

て

輸

出

さ

れ

た

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
関
税

記

録

(
、
五
八
〇
年
)
に

㈱

㈹

よ
れ
ば
、
輸
出
商

人

、
.六
名

は
す

べ
三

ユ
ル
ン

ベ
ル
ク
鹿

価

飾

で
・
そ

の
う
ち

左

名
は
募

の
計
算
で
・

6

名

は
他

の
都
市

用

57

倣

枷

の
商

人

の
代

理
商

と

し

て
、

輸
出

に
携

っ
て

い
た

.
並削
者

の

一
π

卸

比

名

の
中

に
は

、

ド

イ

ツ
最

大

の
麻

織

物

問
屋

と
な

る

バ

ル
ト

ロ
メ

仕

.

の

●

番

表4.イ ギリス毛織物の染色 ・

J,Doppengieβerへ

.vomBergへ

そ の 他

計

ギルダー シリング ペンス

63

zov

ユ1110

9154

VV-R.BaUIIlanl1,0p.cit.,P.94

表5.染 色 ・仕上 げの費用

ン ベ ル ク

1ング ペンス

U

188

80

68

ア ン ト

ギルダー

27

9

0

3?

ウ ェ ル ペ ン

シリング ベンス

87

122

17()

179

ニ ュ ル

ギルダー ン

17

7

1

27

繍

碗
計 合

染

仕

そ

、～「,R.BaUlnann,o、 ρ.c'`,P.95

ウ
ス

・
ヴ

ィ

ア

テ
ィ

ス

の
名

前
も

あ

る
.
ま

た
、
後

者

の

、
○
名

の
う

ち

七

名

は

ア

ウ

ク

ス
ブ

ル

ク

の
商

人

の
代

理

商

を

し

て

お

り

、

ア
ゥ

ク

ス
ブ

ル
ク

の
商

人

は

ニ

ュ
ル

ン
ベ
ル

ク
で
染

色

・
仕

ト
げ

さ

れ
た

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
、、.分

の

、
ぐ
ら

い
を

輸

出

し

て

い
た

の
で
は

な

い
か
と

思
わ

れ

る
。

仕

ヒ
げ

業

も
盛

ん

に
な
り

、
親

方

仕

ト
げ

L

の
数

は

、
五

六
九

年

の
..、人

か

ら

八

七

年

に

は

.
四

人

に

ふ

え

た

。

そ

の
中

に

は
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デ

・
フ

エ

ッ
ト

の
よ
う

に
、
多

数

の
職

人
を

雇

っ
て

い
た

ば

か
り

か

不
動
産

を

購

入

し
、
若

い
貧

し

い
親
方

に
仕
事

を
与

え

る
前

貸
制

を

始

め

て

い
た
有

力
者

も

い
た
。

市
参

事

会

は
七

諌
年

に
仕

L

げ

L

の
要
求

を

い
れ

て
、
彼

ら

の
ギ

ル
ド

の
規
則

を
作

り

、
新

規

に
加

入
す

る
親
方

の
納

入
金

の
金

額

、
雇

っ
て
よ

い
職
人

と
徒

弟

の
数

、
労

働

時
間

の
ヒ

限
な

ど
を

定

め

た
。

・
五
六

九
年

に

デ

・
ボ

イ

ス
が
初

め

て

ハ
ン
ブ

ル
ク

か

ら
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

四

梱

(
、
梱
は

、
○

反
)
を
持

込

ん

で
染

色

・
仕

上

げ

を

し
た

時

に
、

そ

れ

に
か

か

っ
た
費

用

は
表

4

の
よ
う

に

、
パ

ッ
ク

ク

ロ
ス
当

り

九

ギ

ル
ダ

ー

、
充

シ

リ

ン
グ

四

ペ

ン
ス

で
あ

っ
た
。

染

料

の
値
h

り

で
染

色

料

は
高

騰

し
た

が

、

そ
れ

で
も

ヒ

○
年

代

に
、
同

じ
長

さ

、

同
じ
値

段

の
ヒ
等

の
毛

織
物

、
ク

ロ

ス
の
黒

染

め

の
場

合

の
費

用
を

比

べ
る
と

、
表

5

の
よ

う

に
特

に
染

色

料

に

お

い

て
、

ア

ン

ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
よ

り

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

の
方

が

ず

っ
と

安

か

っ
た

。

以

ヒ

の
よ
う

に
、

マ
ー
チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
指
定
港

が

ド
イ

ツ
の
都
市

に
開

設

さ
れ

た

.
五
六

〇
年

代

以
降

、
低

地

地
方

か
ら

来
住

し
た
職

人

た
ち

を

迎
え

入

れ

て
ド

イ

ツ
で
も

、
ブ

ラ
バ

ン
ト

の
独

占
を

崩

し

て
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
染
色

.
仕
L

げ
業

が
発

展

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

右

に
あ

げ

た

都
市

の
ほ

か
、

ゴ

ッ
ホ
、

カ

ッ
セ

ル
、

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク
、

リ

ュ
ー

ネ

ブ

ル

ク
、

ミ

ユ
ン

ス

タ

ー
、

ヴ

ェ
ー

ゼ

ル
な

ど

で
も
確

認

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
都
市

で
は

、
染

色

は
ギ

ル
ド
制

の
枠

外

で
行

わ

れ

て

い
た

が

、
仕

L
げ

工

は

ギ

ル
ド
を

結

成

し

て

い
た
所

が
多

い
。
ま

た

、
領

邦

君

主

の
中

に
も

、

ザ

ク

セ

ン
選

帝
侯

、

ヘ

ッ
セ

ン
方

伯

、

バ
イ

エ
ル

ン
選

帝
侯

の

よ
う

に

こ
れ
を

奨

励
す

る
者

が
現

わ

れ
た

。

た
だ

し
、

こ
う

し
た

土

か
ら

の
試

み
は

お
お

む
ね

失

敗

し
た

よ
う

で
あ

る

。

こ

の
新

産
業

の
そ

の
後

に

つ

い
て
は
、

都
市

の
立
地

、

商

人

の
資
金

力

と

国
際

的
指

向

、
来

住

し

た
職

人

に
対
す

る
寛

容

度

、
市
当

局

ヘ

ヘ

へ

の
姿
勢

な

ど

の

い
か

ん

に
よ

っ
て
、

都
市

の
問

に
大

き

な
違

い
が
あ

っ
た

。

結
局

、

ド
イ

ツ
に

お
け

る

イ
ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

.
仕
ヒ

げ
業

の
中

心

は

ハ
ン
ブ

ル
ク
と

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

に
な

り

、
両

都
市

と
も

そ

れ

ぞ

れ
ド

イ

ツ

へ
輸

入

さ

れ
た

イ
ギ

リ

ス
毛

織

物

の
ご
、O
l
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ぐ

ら

い
ず

つ
を
仕

上

げ

て

い
た
と

思

わ

れ

る
。
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げ
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産

業
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ハ
ン
ブ

ル

ク
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入

に
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い

て
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述
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と
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者
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仕
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ギ
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ギ
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仕
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作
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、
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ル
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ス
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、
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P

起

・
ミ

`
℃
.
潰

ま

"
諸

田

坦
信

仰

の
亡

命

者

ド

イ

ツ
経

済

史

へ

の
影

響
1

」

(
『商

経

論

叢

』

.
四
ー

一
)
、
し

亙

、

ヒ

八

ペ
ー

ジ

。

ド

イ

ツ
各

地

の

コ

ロ

ニ
ー

に

お

け

る
ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

人

亡

命

者

の
数

に

つ

い

て
は

、

、石
坂

昭

雄

氏

が

整

理

し

て
表

.小
し

て

い
る

。

石

坂

昭

雄

「
ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

人

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

の
ド

イ

ツ
亡

命

と

そ

の

経

済

史

的

意

義

」

(梅

津

、
諸

田
編

著

『近

代

西

欧

の
宗

教

と

経

済

』

同

文

舘

、

.
九

九

六

年

、

二
.四

ぺ

ー

ジ

)

(
16

)

芝

.
陶

じU
窪

ヨ
"・
自

"
信

'
曾
林
二
,

ミ

01
0

(
17
)

宗

教

改

革

の
時

代

は

ハ

ン
ブ

ル

ク

に

と

っ
て

㎜
世

界

経

済

へ

の
生

誕

の
時

」

(ヴ

ィ

ス

ケ

マ
ン
)
で
あ

っ
た

。

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

商

業

の
基

地

と

な

り

、

、
互

.、.し

年

に

ヘ
イ

ン

フ

ォ

ン
ド

に
教

会

を

設

疏

し

て

い
る

。

エ
ル

ベ
川

の
航

行

を

め

ぐ

る

紛

争

で
市

の
利

害

を
貫

徹

し

、

ブ

ラ

ン

デ

ン

ブ

ル

ク

の
穀

物

輸

送

を

担

当

し

て

、

東

エ

ル

ベ
地

方

の
後

背

地

に
対

す

る

商

業

中

心

地

と

な

っ
た

。

低

地

地

方

諸

港

で

は

入
港

船

数

と

積

荷

量

に

お

い

て

ハ

ン
ザ

都

市

中

第

.
位

で

あ

り

、

ア

ン
ト

ウ

ェ

ル

ペ

ン

で
は

入

港

し

た

ド

イ

ツ
船

の
う

ち

、
五

四

〇

年

に

九

〇

%

以

L

、

.
症

κ

○
年

に

八

〇

%

以

ヒ

が

ハ
ン
ブ

ル

ク

か

ら

の
船

で
、

イ

ベ
リ

ア
商

業

に
も

進

出

し

て
香

辛

料

と

植

民

地

産

品

の
商

業

も

盛

ん

に

な

っ
た

。

.
五

九

.
年

に

は

リ

ス
ボ

ン

へ
輸

入

さ

れ

た

胡

椒

の
半

分
近

く

(
四

八

・
.、
、%

)
が

ハ
ン
ブ

ル

ク

へ
送

ら

れ

て

い
る

。

ノ
イ

ヴ

ェ
ル

ク
島

付

近

で
徴

収

さ

れ

た

関

税

(棄

①
爵

N
o
5

は
、

一
五

二
、○

年

か

ら

κ

○
年

ま

で

の
間

に

、
.倍

、

六

〇
年

ま

で

の
間

に

...倍

に

な

っ
た

。

.
π

圧

八

年

の
取

引

所

の
設

立

(新

し

い
建

物

は

、
五
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七

七

-

八

..

.年

に

建

設

)
は

ド

イ

ツ

で

最

初

、

ア

ン

ト

ウ

ェ

ル

ペ

ン

(
、
五

一
..
、
年

)
、

ト

ゥ

ー

ル

ー

ズ

(
.
五

四

九

年

V
、

ル

ー

ア

ン

(
、
五

π

六

年

)
に
続

い

て

四
番

口

で
あ

っ
た

。
ぎ

ミ

9

磁

・
Q
窃
6
鳶
簿

器

魯

、
⑦
鉢ロ
ミ

黛
部
犠

ミ

器
、
bロ
鳥
竃
o
}
菌

、
』

「
。・
oq
矯
く
o
ロ
即

」
)
騨
ゼ
o
o
ω
や

じd
ρ
一
覇
ψ
N
卜。
¢
臣

諸

田

『
フ

ッ
ガ

ー

家

の
時

代

』

八

瓦

ぺ

ー

ジ

。

「
ド

イ

ツ
で

は

ケ

ル

ン

や

フ

ラ

ン

ク

フ

ル
ト

以

」

に

ハ

ン
ブ

ル

ク

が

商

都

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
遺

産

を

継

承

し

た

、

と

い
う

印

象

を

も

つ
。
」

四

く
磐

菊
o
o
g。
鐸

o
窪

罫

賭
冨
傷
①
円
莚
ロ
臼
ω
6
7
①

O
訂
二
σ
①
蕊

臣

∩
げ
島
コ
ゆq
Φ

¢
巳

鼠
Φ

芝

陶『
房
窪

鋤
h冨
①
嘗
三

∩
等

冨
轟

9

「
匹
2

房
魯

2

Gっ
爵薮

轡ρ

帥『

肉
綜
専

ま
磁

罫

蘇

漆
㊥
魯

、
ミ
ミ

零
ぎ

漆

き

ミ

ミ

乳
ミ
聾
⑩
、
ま
㌍
駄
寒

§

臨
こ

駅

0
1

N
Q。
8

.
日
①
ロ
一
β

「
。・
㎎

<
8

声

甑
①
…
曾窺

む

刈
卯

9

お
9

諸

川

「
信

仰

の
亡

命

者

」

七

九

ペ
ー

ジ

。

(
18

)

≦

㌔

即

じd
餌
ロ
旨
鋤
=
戸

起

・
筥
針

ロ
噛
留

i

紹

,

(
19
)

芝

㍉

即

切
磐

ヨ
き

戸

起

.
良
黛

,

①
P
ー
①
②

.
五

ヒ

ヒ

年

の

「
帝

国
警

察

令

」

(勾
Φ
ド
肝

O
o
晋

①
δ
「
魯

巨

ゆ亀
)
は

、

硫

酸

塩

、

ぬ

る

で

、

没

食

r

、

イ

ン
ジ

ゴ

の
使

用

を

「
悪

夢

の
色

」

と

し

て
禁

止

し

て

い
る

が

、

、
π

九

七

年

の
ブ

レ

ー

メ

ン
市

の
条

A
--
は

こ

れ

を

守

っ
て
、

大

青

以

外

の
染

料

の

使

用

に

.
マ
ル

ク

の
罰

金

を

課

し

て

い
る

。

こ

れ

に

対

し

て
、

毛

織

物

商

は

イ

ン
ジ

ゴ

の

使

用

を

支

持

し

、
結

局

、

市

参

事

会

も

こ

れ

を

認

め

た

と

い
う

。

(
20

)

芝

㌔

卑

ゆ
9。
蕉
簑
磐

戸

起

』

隣
`
O
.
0
刈
ー

Φ
。。
・

市

の
納

税

者

名

簿

に

よ

れ

ば

、

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

か

ら

の
来

住

者

は

、
五

五

六
年

に

は

人

日

の

、

九

分

の

、
だ

が

、

納

税

者

の
九

分

の

.
、

ま

た

、

.
五

ヒ

八

年

と

九

〇

年

に

は

「
人

目

比

で

は

五

分

の

.
を

越

え

な

い
が

、

納

税

者

数

で

は

四
分

の

、
以
」

」

で
あ

っ
た

。

納

税

者

中

に
占

め

る
高

額

納

税

者

の
比

率

も

、

.
五

し

八

年

フ

ラ

ン
ク

フ
ル

ト

人

六

〇

人

に

一
人

(ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

人

四

二
人

に

、
人

)
、

一
査

九

〇

年

κ

七

入

に

.
人

(、
.
κ

人

に

.
人

)
、

、
六

、
八

年

四

〇

人

に

一
人

(
四

・
六

人

に

.
人

)
と

、

来

住

者

の
方

が

ず

っ

と

高

い
。

「
フ

ラ

ン
ク

フ

ル

ト

の
最

初

の
大

銀

行

家

」

と

い
わ

れ

る

フ

ォ

ン

・
ボ

デ

ッ

ク
家

は

、
六

世

紀

半

ば

に

ト

ル

ン
か

ら

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

へ
移

っ
て
商

業

と

金

融

業

で
成

功

し

、

多

分

.
五

八

一..年

に

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

か

ら

来

住

し

た

亡

命

者

で
、

.
六

〇

、
.

〇

九

年

間

の
預

託

者

八

五

人

中

瓦

.
人

が

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

人

で

あ

っ
た

。
染

色

業

で

も

、

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

人

は

九

七

の
染

色

桶

を

使

川

し

て

い
た

の

に

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

人

は

、
、一、し

か

使

用

し

て

い
な

か

っ
た

、

と

い
う

。

包
o
け
舞

α

国
ξ

①
コ
げ
霞

守q

b
自
。。
N
驚
計
ミ
譜
、
織
ミ

肉
薦

箋

.
じd
g

N

Qっ
』

蒔
Q。
塗

諸

田

「
信

仰

の

亡
ム
叩
者
」

八
〇

ぺ
ー
ジ
。

(
21
)

芝
.
闘
即

しU
窪

ヨ
四
コ
戸

信

.
9
野

戸

刈
孚
-
刈
99

L
流
階

級

の
壮

麗
な
邸
宅

は
ほ
と

ん
ど
す

べ
て
来
住

し
た
ネ

ー
デ
ル

ラ
ン
ト
人

の
所
有

に
移

っ

た
、
と

い
う
轍

告

が
あ

る
が

、

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル
ペ

ン
か

ら

レ
イ

デ

ン
と

ブ

レ
ー

メ

ン
に
移

っ
た

メ
ー

レ
ン
兄

弟

の
往

復

書
簡

(
.
五

八

六
年

)
に

は
、

ケ
ル

ン
に

い
る
義

父

の
大

商
人

マ
レ
バ
ル
ト
が
、

ケ
ル

ン
は

ス
ペ
イ

ン
の
将
軍

フ

ァ
ル
ネ

ー
ゼ

に
迎
合

し

て
来

住
者

を
歓

迎

し
な

い
の
で
、
ま

も

な
く

フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト

へ
移
る
だ

ろ
う

、
と
記

さ
れ

て

い
る
.
諸

川

一
信
仰

の
亡
命

者
」
ヒ

八
、
八
〇

ペ
ー
ジ

。
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(
22

)

佐

久

間

弘

展

「
中

世

末

・
近

世

初

期

に

お

け

る

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

の
毛

織

物

・
染

色

業

」

(
『社

会

経

済

史

学

』

五

五

...)
四

、一.、

四

四

ぺ

ー

ジ

。

な

お

、

同

「
親

方

問

屋

ド

と
賃

労

働

者

ー

.
四

〇

〇

1

、
六

、..○
年

ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク
ー

」

(
『社

会

経

済

史

学

』

六

.

.ー

五

)
も
参

照

。

(
23
)

デ

・
ボ

イ

ス

は

ヘ
ン

ト

(
ガ

ン

)
か

ら

来

住

し

、

、
五

汽

七

年

に
市

民

権

を

取

得

し

た

。

染

色

場

は

Gり
6
暮

耳

同
ω冨
a

に

建

設

さ

れ

、

長

さ

ー
.

ヒ

.
充

メ

ー

ト

ル
、

乾

燥

場

は

市

門

閏
座

⊆
①
三

霞

門

の
前

で
、

張

り

枠

が

.

.、.台

あ

っ
た

。

菱

㌔

即

じσ
磐

ヨ
雪

戸

ミ
p
ミ

`
P

刈
N

刈
鉾

(
24
)

≦

・
-
閑
』

9・
亡
ヨ
磐

戸

9

'
ミ

`
℃
曾
。。
N

。。
鉾

(
25

)

バ

ル

ト

ロ

メ

ウ

ス

・
ヴ

ィ

ア

テ

ィ

ス

(
.
κ

、、、八

ー

.
六

.
、
四
年

)
は

、

.
五
九

、
年

に
有

名

な

「
ヴ

ィ

ア

テ

ィ

ス

・
ペ

ラ

ー

商

会

」

を

設

航

す

る

ま

で

に

、一.
つ

の
共

同

企

業

に
参

加

し

た

。

.

.
つ
め

の
企

業

が

「
フ

ォ

ル

ス

ト

け
ラ

ン

グ

ーー
ヴ

ィ

ア

テ

ィ

ス
商

会

」

で

、

、
瓦

七

〇
年

に
期

間

κ

年

の
共

同
企

業

と

し

て

設

疏

さ

れ

、
ヒ

κ
年

に
契

約

を

更

新

し

て

八

.
年

ま

で

存

続

し

た

。

も

み
革

、

牡

牛

、

繊

維

製

品

な

ど

を

取

扱

っ
て

い
た

が

、

ヴ

ィ

ア

テ

ィ

ス

は

。
、期

目

の

、
瓦
し

五
年

頃

か

ら

、

シ

ユ
レ

ー
ジ

エ
ン

や

ラ

ウ

ジ

ッ

ツ

の

麻

織

物

n

に
接

触

し

始

め

て

い
た

、
諸

川

㎜
バ

ル

ト

ロ

メ

ウ

ス

・
ヴ

ィ

ア

テ

ィ

ス

(
、
涯

.、.八

、
六

.

.
四

)
ー

南

ド
イ

ツ
麻

織

物

商

の
生

涯

と

遺

産

」

(
『商

経

論

叢

』

.
九

.

.
)

三

ド

イ

ツ

に

お

け

る

マ
ー
チ

ャ

ン

ト

・
ア
ド

ヴ

エ
ン

チ

ャ
ラ

ー
ズ

居
住

・
特

権

・
取

引

1

指

定
港

都

市

イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

の
輸

出

先
指

定

港

に
な

っ
た
ド

イ

ッ

の
..-都

市

、

エ
ム

デ

ン
、

ハ
ン
ブ

ル
ク
、

シ

ユ
タ
ー

デ

に

は
、

か

な

り

大

勢

の

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

ズ

が

居

住

し

て

い
た

。

エ
リ

ザ

ベ

ス

.
世

の
特

許

状

(
、
五
六
四
年
)
は
、

ア
ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ
ラ

ー
ズ

が

外

国

で
ト

地

と

家

屋

を

取

得

す

る

こ
と
と

現
地

の
女

性

と

結

婚

す

る

こ
と

を

禁

止

し

て

い
た

か
ら

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

は

賃
借

し

た
家

屋

に
共

住

し

、
食

事

も

共

に
す

る

こ
と

が

原
則

で
あ

っ
た

。
た

だ

し
、

ド

イ

ツ
語
を

習
得

す

る

た
め

に
、

、
年

間

に
限

っ
て
ド

イ

ッ
人

の
家
庭

に
住

む

こ
と

が

で
き

た

よ
う

で
あ

る
。

エ
ム
デ

ン

で

は
、
指

定

港

に
な

っ
た

、
汽

六

四
年

に
ク

ル

ン
ダ

ー
ブ

ル

ク

に
あ

る

く
o
口

凶
巳
嘗

巳
ω
窪

の
所

有

す

る
家

屋

を
借

り

て

集
会

場

と

し
た

。

こ

の
家

に

は

、
.○
人

ぐ

ら

い
の
イ
ギ

リ

ス
人

が
住

み
、
毎

朝

六
時

に

.
一階

の
集

会

室

で
礼

拝
が

行

わ
れ

、

一
〇

〇
人

以

上

が
会

食

に
集

ま

っ
て

い
た
。

イ

ギ

リ

ス
人

は
ほ

か

に
も

三
軒

の
家

を
賄

い
つ
き

で
借
り

て
お

り

、
そ

の
ほ
か
市
内

の
民
家

や
宿

屋

に
住



16,17世 紀 ドイツにおけ るイギ リス 毛織物の輸 入 ・仕kげ ・販売33

ん

で

い
た
者

を
加

え

る
と

、

総
勢

は
四

〇
〇

人
ぐ

ら

い
と

推
定

さ
れ

て

い
る
。
取

引

は
毎

日

、
一回

ホ

ェ
ッ
ク
通
り

で
行

わ
れ

、
毛
織

物

を

ヘ
ユ

い

保

管

す

る
倉

庫
と

し

て

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
派

の
修

道

院

が
利

用

さ
れ

た

。
休

日
に
は

こ
こ

で
英
語

に
よ

る
説
教

も
行

わ

れ

た
。

.
五

ヒ
九
年

に

ふ
た
た

び
指

定

港

に
な

っ
た
時

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ

ー
ズ

は

ま
た

ク

ル

ン
ダ

ー
ブ

ル
ク

に
戻

っ
た
。

家
賃

は
年

六

〇

〇
〇

グ

ル
デ

ン
。

こ

の
ほ
か

く
o
コ

O
一α
Φ
屋
⊆
口
の
宿

屋

に
も
住

ん

で

い
た

。

.↓、回

目

の
指

定

港

時
代

の

.
五
九

八
-

一
六
〇

一
年

に
は

六

ヘ
ソ
こ

O
ー

ヒ

○
人

の
イ

ギ

リ

ス
人

が

居
住

し

て

い
た
。

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

は

.
五
六

四
年

症
月

、
一ヒ

日
に

エ
ム

デ

ン
を

領
有

す

る
東

フ
リ

ー

ス

ラ

ン
ト
伯

か

ら
、

イ

ギ

リ

ス
毛
織

物

そ

　
ヨ

い

の
他

の
財

貨

を
領

内

で
関
税

を
免

除

さ

れ

て
取

引

す

る
特
権

を

獲
得

し
、

彼

ら
自
身

の
集

会

を

開
く

こ
と
を

許

さ
れ

、

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン
に

い
た
時

と
同

じ

よ
う

な
自

由

を

認

め
ら

れ
た

。
独

自

の
裁

判

、
使

わ

な

い
時

の
ク

レ
ー

ン
の
使

用

料

の
免
除

、

取
引

所

の
開

設
な

ど

の
要

求

は
認

め
ら

れ

な
か

っ
た
。

エ
ム

デ

ン
に
運

ば

れ
た
毛

織

物

が

ど

の
よ
う

に
売

ら
れ

た

か
、

ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

の
取

引

に

つ
い
て
は
不

明

な
点

が
多

い
。

一

五
⊥ハ
四
年

に
初

め

て
来

航

し

た
時

に
は
毎

週

三

[

「展

示

日
」

を

開
き

、

販
売

は

オ

ー

ク
シ

ョ
ン

の
形

式

で
行

わ

れ
た

。

こ

の
時

に
は
、

た

と

え

ば
、
自

分

の
勘

定

で
カ

ー
ジ

ー
六

五

一
反

を

運

び
、

代

理
商

を

通

し

て
売

っ
た

ジ

ョ
ン

・
ア
イ

シ

ャ
ム

G

・
房
器
邑

の
よ
う

に

三
五

〇
ポ

ン
ド

の
欠
損

を

生

ん
だ

者

や
、

ア
イ

シ

ャ

ム

の
友

人

で
組

合

の
重

役

の
ト

ー

マ
ス

・
ア

ル

デ
ー

シ

ー

(↓
『

≧
血
零
ω亀

)
の

よ

ク

ロ

ベ

う

に
九

〇

反

の
毛

織

物
を

四
〇

ヒ

ポ

ン
ド

で
手

放

し
た

者

も

あ

っ
て

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ

ー
ズ

に
と

っ
て

エ
ム

デ

ン

へ
の
売

り

こ

み

は
決

し

て
有

利

で
は

な
か

っ
た

よ
う

で
あ

る

。

二
回

目

の
指
定

港

時
代

に
は
市

況

が
好

転

し

て
売

れ

ゆ
き

が
好

調

で
、

イ

ギ
リ

ス
人

が
望

ハ
　
ご

む
交

易
品

(L
等

の
シ
ル
ク
、
綿
織
物
、
麻
織
物
)
を

イ

ギ

リ

ス

へ
持

ち
帰

る

こ
と

が

で
き

た

。

ハ
ン
ブ

ル
ク

で
は
指

定
港

に
な

っ
た
翌
年

、

つ
ま

り

.
五

し

○
年

に
、

市
参

事

会

が
グ

レ

ニ
ン
ガ

ー
通

り

の
す

べ
て

の
建

物
を

、
万

〇

五
〇

〇

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
マ
ル
ク

で
買

い
あ

げ

て
、
無

料

で

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

に
提
供

し

た
。

カ
タ

リ

ナ
教

会

に
接

す

る

「
イ

ギ
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リ

ス
人

の
家

」
と

呼

ば

れ

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
長

老

、
書

記

、

職

員

、
管

理

人

、
牧

師

が
家

族

や
使

用
人

と

い

っ
し

ょ
に
こ

こ
に
住

み

、
会
食

も

こ

こ
で
開

か

れ
た

。
中

央

の
建

物

の
広

い
部
屋

が
集

会
場

に
使

わ

れ
、
礼

拝

堂

は
向

い
の
家

に
あ

っ
た

。
商

品

を
保

管
す

る
倉

庫

に
は
納

屋

を
使

っ
た
。

ハ
ン
ブ

ル

ク
に

居
住

し

て

い
た
イ

ギ

リ

ス
人

の
数

は

最
初

の
期

間

(
.
五
六
九
-
七
八
年
)
に

つ

い
て
は

判

ら
な

い
。

ふ
た

た

び

指
定

港

に
な

っ
た

諮
六

、

、
年

に
は

、
○

○
人

以
L

の
イ
ギ

リ

ス
人
商

人

が
確

認
さ

れ

て

い
る
。

一
六

、
一〇
年

に
は

、
、

一
人

が

「
イ

ギ

リ

ス
人

の
家

」

に
居
住

し

、

一.一、
一組

の
夫

婦

が
家

族

と

と
も

に

.
、
齢軒

の
借

家

に
居
住

、
独
身

者

は
八

.二
人

で
、

r
供

と

使
用

人
を
含

め

る
と

イ

へ
ら

　

ギ

リ

ス
人

の
会
衆

は

一
、
二
八
名

で
あ

っ
た
。

市

参
事

会

は

一
五

六
七
年

の
特

許

状

に

よ

っ
て
、

ア
ド
ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

に
大
部

分

の
商

品

を
市

民

な

み

の
低

い
関
税

で
輸

出

入
す

る

こ
と

と
卸

商
業

を

認

め

た
。
荷

造

り

人
を

六

人
ま

で
雇
う

こ
と

、
市

の
秤

り
を

使

用
す

る

こ
と

、

ク

レ
ー

ン
を
無

料

で
使

用
す

る

こ
と

　
　

　

も

許

さ

れ

た

。

こ

れ

ま

で
追

随

し

て

き

た

「
ハ
ン
ザ

の

経

済

政

策

と

の
衝

突

」

で

あ

る

。

、
一
回

[

の
指

定

港

時

代

に

も

こ

の
六

し

年

の
特

許

状

が

基

礎

に

な

っ
た

。

ハ

ン
ブ

ル

ク
港

の

関

税

記

録

に

よ

れ

ば

、

一
六

、

.
…
∴

一
.年

の
対

英

貿

易

の
輸

出

入

品

は

次

の
よ

う

で

あ

っ
た

。

輸

入

品

(イ

ギ
リ

ス
か
ら

の
輸
出

品

)
は

毛

織

物

の

ほ

か

毛

皮

と

皮

革

、

鉛

、

石

炭

、

ビ

ー

ル

、

酢

、

海

外

の
産

品

(ゴ

ム
、
胡

椒
、

ナ

ツ
メ
グ
、
し

ょ
う

が
な

ど

)
。

輸

出

品

(イ

ギ

リ

ス

へ
の
輸

人
品

)
は

繊

維

品

(麻

・
綿

・
絹

織

物
、
ボ

ン
バ
ジ

ン
、

ベ
ル

ベ

ッ
ト
)
、

大

麻

と

羊

毛

、

毛

皮

と

皮

革

、

金

属

と

金

物

(銅
、
真

鍮
、
水
銀

、
薄
板

、
各
種

の
線

)
、

染

料

と

色

ど

め

(み

ょ
う

ば

ん
、
あ

か
ね

、
イ

ン
ジ
ゴ

、
ブ

ラ
ジ

ル
す

お
う

)
、

木

材

と

木

r

品

、

ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク
製

の
金

物

、

ナ

イ

フ
、

ガ

ラ

ス
、

ホ

ル

シ

ュ
タ

イ

ン
産

の

小

麦

、

チ

ー

ズ

と

胡

椒

。

ロ

ン
ド

ン

か

ら

ハ

ン
ブ

ル

ク

へ
毛

織

物

を

輸

出

し

て

い
た

ア

ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ

ラ

ー
ズ

の
問

で

は

、

取

扱

額

は

決

し

て
斉

.
で

は

な

か

っ

た

。

た

と

え

ば

、

、
六

〇

六

年

に

は

一
、
、
九

人

が

輸

出

に

関

与

し

て

い
た

が

、

そ

の
う

ち

半

数

の

商

人

の

シ

ェ
ア

は

輸

出

総

額

の

、
○
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パ

ー
セ

ン
ト

に
満

た

な
か

っ
た
。
ま

た

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

の
中

に

は
、
短

期

間

ハ
ン
ブ

ル
ク

に
滞

在

し
た

だ

け

で
代

理

商
を

残

し

ハ
　

　

て
帰

国
す

る
商

人

も
多

か

っ
た
。

シ

ュ
タ

ー
デ

で
は

.
瓦
八
し

年

に

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

に
対
し

て

二
軒

の
家

(漁
師
広
場

の
家
と
大
通
り
と
ザ
ン
ド
の
角

の
家
)
を
提

供

し

、
そ

の
う

ち

.
軒

で
集

会

と
礼

拝

と
会

食

が
行

わ

れ

た
。

倉
庫

に
は
廃

壊

に

な

っ
た

聖
ゲ

オ

ル

ク
教
会

が
使

わ

れ
た

。

エ
ー
レ

ン

ベ

ル
ク
は

ホ

ー
プ

商

会

の
帳
簿

と

ハ
ン
ザ

側

の
調
査

に
も

と

つ

い
て
、

シ

ユ
タ

ー

デ
に
滞
在

し
た

イ

ギ

リ

ス
人

.
四
八

人

の
名

前

を

明
ら

か

に

し

た

が
、
九

七

年

に
イ

ギ

リ

ス
人

を

追

放

す

る
帝

国
く
--
が
布

告

さ

れ

て
か

ら

は

残
留

し

た

イ

ギ

リ

ス
人

は
数
名

に
な

っ
た

よ
う

で
あ

　
お

い
る
。市

参

事

会

は
同

じ

八
七

年

に

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

に
特

許

状
を

与

え
、

九

七
年

に

こ
れ

を
更

新

し

て

い
る
が

、

シ

ユ
タ

ー

デ
市

の
ケ

ロ
ス

特

許

状

は

ハ
ン
ブ

ル

ク

が

与

え

た

特

許

状

と

ほ

と

ん
ど

同

じ

内

容

で

あ

っ
た

と

い
わ

れ

る

。

輸

入

関

税

は

ハ

ン
ブ

ル

ク

と

同

じ

く

.

反

に

つ

い

て

一
リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
シ

リ

ン

グ

、

輸

出

関

税

は

外

国

人

と

同

じ

く

三

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
シ

リ

ン

グ

で

あ

っ
た

。

シ

ユ
タ

ー

デ

に

お

け

る

ア

ド

ヴ

ェ

ン

チ

ャ

ラ

ー
ズ

の
取

引

に

つ

い
て

は

、

イ

ギ

リ

ス

の

マ

ニ

ン

グ

商

会

臼
。。
註

邑

ζ
き

昌

薦

Φ
俸

O
ρ
)

の
代

理

商

を

し

て

い
た

ジ

ョ

ン

・
モ

ー

レ

イ

G
。
ぎ

ζ
。
匿

覧

の
帳

簿

(
.
六

〇

.
1

0
五
年

、

つ
ま
り

.

.回
目

の
指
定

港

時
代

)
が

興

昧

深

　
り

　

い
事

実
を

提
供

し

て

い
る
。

e

マ
ニ
ン
グ
商
会

は

、
六

〇

一
年

四
月

か

ら
〇

五
年

、

.
月

ま

で
四
年
半

の
間

に

シ

ユ
タ

ー

デ

の
代

理
商

モ
ー

レ
イ

に
各

種

の
毛

織

ケ

ロ

ス

物

を

合

計

一
八

八

七

反

(カ

ー
ジ

ー

、
.
O
を

除
く

)
、

金

額

に

し

て

.
万

八

九

三

.

.
ポ

ン
ド

.
∵
.
シ

リ

ン

グ

五

ペ

ン

ス

を

輸

出

し

た

。

船

便

ご

と

の
毛

織

物

の
種

類

と

価

額

は

表

8

の
と

お

り

で

あ

る

。

ゴ

こ

れ

に
対

し

て

、

代

理

商

モ

ー

レ

イ

は

各

種

の
絹

九

〇

〇

〇

ポ

ン

ド

余

、

各

種

の

麻

四

.二
〇

〇

ポ

ン
ド

余

、

タ

フ

タ

(平
薄
絹

)

ノ

　

ダ
ラ

四

〇
〇

〇

ポ

ン
ド
余

な

ど
、

合
計

.
、万

ポ

ン
ド
余

の
繊
維

品

を
購

入

し

て
イ

ギ

リ

ス

の
並

人

に
送

っ
て

い
る
。
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表8マ ニング商会がシュターデの代理商に送った毛織物の種類と価額(1601年4月 ～1605年11月)

船数
種類別の毛織物の数量 価 額

人 港 日
(隻) Pack一 Castle-Broad-Snlall一 Worse-kerseys 合計(k
cloths combslistslists stern(k) を除 く) £ $d

4月20 日 4 go 42 68 190 1,759 10.00

8月8 日 4 38 ll 38 87 862 04.00

1601年 合 計 Ili 53 los 277 z,sz1 14.00

2月27 B 3 22 14 45 81 915 09.04

5月27 日 3 23 sg?o 91 1,156 18.04

10月27 日 8 35 45 140 220 2,417 15.00

1602年 合 計 57 82 25320 392 4,489 12.08

5月26 日 7 60 57 103 220 2,241 11.08

6月7 日 1 5 J lO 111 10.00

9月22 日 2 30 J 45 80 X29 08.04

1603年 合計 95 62 153 310 3,182 oo,00

1月7 日 1 40 40 234 lo,00

5月5 日 h1 70 51 119 zoo 2,569 17.00

7月3 日 ll 40 40 553 oo,00

7月27 日 21
　4U

10 50 423 13.04

10月11

10月24

日

日

ll

3

1

20

1010

40 10

20

70

153

632

12.00

14.09

12月9 日 1 69 2 17 142 15.00

1604年 合計 170 107910 ユ81 477 4,cos 21.13

1月24 日 1 ユ030 40 252 05.00

4月5 日 2 2J 35 1 611 464 19.08

4月16

6月8

}j

ll

1

2

go 20

60

ヨ

1QO

eo

698
1

×54

00

13:詔i

8月26 E.J 3 30 40 70 529 01.08

10月29 日 1 ユ0 10 20 'lll 4441 oo,00

ll月8 日 1 lO20 30 60
1
688 15.00

1605年 合 計 145 955030 111 431 3,930 24.08

1601～05年 間

の輸入総計 1

585 3995940 804201, 887 1S,932 13.05

W,-R.Baumann.op.cit.,P・159.
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ク

ロ

ベ

ロ

こ

の
う
ち

、

、
六

〇

、
年

四
月

、
、O

H
に

シ

ユ
タ

ー

デ

に
着

い
た

四
隻

の
船

荷

の
合

計

一
九

〇

反

(金
額

、
七
五
九
ポ

ン
ド

、
O

シ
リ
ン
グ
)
は

、
購

入
価

格

よ
り

瓦

○

パ
ー

セ

ン
ト

ほ
ど

高

い
値

で
売

ら

れ

た

の

で
、

輸

送
費

や
手

数
料

を

差

引

い
て

マ

ニ
ン
グ

の
利
益

ッ

ロ

く

は

一

反

当

り

.

.
ポ

ン

ド

、
晶
シ

リ

ン

グ

(
.
八

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
マ

ル

ク

一
四

シ

リ

ン

グ

)

で

、

利

益

は

、一、
.
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

っ

た

。

ま

ケ

ロ

ベ

た

、

こ

の

、
九

〇

反

の
毛

織

物

は

九

四

回

に
分

け

て
売

ら
れ

た

が
、

そ

の
支
払

方

法

を

み

る
と

、

ブ

レ
ー

メ

ン

の
商

人

が
現

金

で
購

人

し

た

の
が

、、.回

、

エ
ム

デ

ン
製

と

フ
リ
ー

ス

ラ

ン
ド
製

の
麻

織

物

と

の

バ
ー

タ

ー
取

引

が
六

回

あ

っ
た

ほ

か

は

八

五
回

が
信

用
払

い
で

あ

っ
た

。
組

合

は

六

か
月

よ
り

長

い
信

用

払

い
は
認

め

て

い
な

か

っ
た

が

、
実

際

に
は

八

瓦

回

の
う

ち

六

か

月
払

い
は

、
:
二
回

に
す

ぎ

ず

、
規
制

に
違

反

し

て
七

か
月
払

い
が

.
一八
回
、

八
か
月

払

い
が

、二
四
回

あ

っ
た

。

2

指

定

港

以
外

の
都

市

と
地

域

ロ
ン
ド

ン
か

ら

ア
ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ
ン

へ
送

ら

れ
た

イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

は

、
染

色

・
仕

上
げ
加

r
さ

れ

て
、
低

地

地
方

出
身

の
商

人

や
ド

イ

ツ
人
商

人

の
手

で
ド

イ

ッ
の
大

市

に
売

り

さ
ば

か

れ

て

い
た
。

し

か
し

、
指

定
港

が

ア

ン
ト

ウ

ェ

ル
ペ

ン
か
ら

ド

イ

ッ
の
都

市

へ
移

っ
た

一
五

六
〇
年

代

頃

か

ら
、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
中

に

は
、
指
定

港

に
な

っ
た

ド
イ

ツ
の
都

市

で
毛

織

物

を
売

る
だ

け

で
な

く

、

ド
イ

ツ

の
内

陸
部

へ
で
か
け

て
直

接

販
売

し

た
り

、
指

定
港

以

外

の
内

陸
部

の
都
市

に
居
住

し

て
活

動

す

る
商

人
も

現

わ

れ
た

。
と

り

わ
け

中
東

部

ド

イ

ツ
の
麻

織

物

の
生

産

地

で
イ

ギ

リ

ス
人

商

人

が
活
動

し

て

い
た

こ
と

は

、

は
じ
め

に

述

べ
た
よ

う

に
す

で
に
オ

バ

ン
と

ク

ン

ツ

ェ
の
著

書

で
も
..肖
及

さ

れ

て

い
る
が

、

バ

ウ

マ
ン
の
著

書

の
付

録

に

は
、
指

定

港

以
外

の
ド

イ

ツ
で
営

業

し

た
イ

ギ

リ

ス
人

商

人
ヒ

九

人

の
名
前

と

経

歴

が
掲
載

さ
れ

て

い
る

。
以

下

で
は
、
指

定

港
以

外

の
都
市

や
地

域

に
お
け

る

ア

ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
活

動

に

つ
い
て
、

い
く

つ
か

の
事

例
を

紹
介

し

て
み

よ
う

。

エ
ム

デ

ン
が

ド
イ

ツ
最

初

の
指

定
港

に
な

っ
た

.
互

六

四
年

の
八
月

に
、

エ
ム

デ

ン

・
コ
ー

ト

に
所
属

す

る

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー
ズ

ケ

ロ

ベ

の
リ

チ

ャ
ー

ド

・
チ

ャ
プ

マ

ン

(空
3
霞
篇

9

巷
筥
き

)
が
六

〇

反

の
毛

織

物

を

ハ

ン
ブ

ル
ク

で
仕

L

げ

て
、

フ

ラ

ン

ク

フ
ル
ト

・
ア

ム

.
マ
イ

ン
の
大

市

へ
運

ん

で

い
る

。

こ

の
時

、

エ
ム

デ
ン

の
市
参

事

会

は

八
台

の
馬

卓

を
提

供

し

た
と

い
う

。

ヒ

○
年

以
降

に
は

、

ア
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ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
直
接

販

売
地

域

は

ケ

ル

ン
と

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト
ば

か
り

で
な
く

南

ド
イ

ツ

へ
、

さ
ら

に
東

部

ド
イ

ツ
や
オ

ー

ス

ト

リ

ア
、
北

イ

タ

リ

ア
に
ま

で
拡

大

し

て
お

り

、

.
ヒ
世

紀

に
入

る
頃

に
は

、

ミ

ュ
ン

ス
タ
ー

に
定
住

し

て
シ

ュ
タ

ー

デ

の
ほ

か

ロ
ン
ド

　
　

　

ン
や

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
と
取

引

し

て

い
る
イ

ギ
リ

ス
人
商

人

少

な
く

と

も
、∴
名

の
名
前

が
確

認

さ
れ

て

い
る
。

こ
う

し

た

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ

の
内

陸
ド

イ

ツ

へ
の
進

出

は
、

単

に
仕

上
げ

ず

み

の
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
販
売

の
た

め
ば

か
り

で

は

な
く

、
帰

り
荷

と

し

て
イ

ギ

リ

ス

へ
送

る
商

品

を

現

地

で
直

接

買

付

け

る
た

め

で
も

あ

っ
た
。

彼

ら

が
好

ん

で
買

付

け

た

の
は

、
t

に
、
北

西

ド

イ

ツ

(オ
ス
ナ
ブ
リ

ュ
ッ
ク
、
パ
ー
ダ
ー
ボ

ル
ン
、
ミ

ユ
ン
ス
タ
ー
な
ど
)

の
麻

織

物

、

南

ド

イ

ツ

の
綿

織

物

(バ
ル

ヘ
ン
ト

.

フ
ァ
ス
テ
ィ
ア
ン
)
と
麻

織

物

、
イ

タ
リ

ア
製

の
L
等

の
ベ

ル
ベ

ッ
ト

や
絹

な
ど

で
あ

っ
た

。

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ
で

は

、
五
ヒ

○
年

頃

に
、
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

と

セ

ー

ム
革

を
売

っ
て
麻
織

物
を

買
付

け

た

イ

ギ
リ

ス
人
商

人

が
確

認

さ

れ

て

い
る
が

、

バ

ウ

マ
ン
は

ラ
イ

プ

ツ
ィ

ヒ

で
取

引

し

て

い
た

イ

ギ

リ

ス
人
商

人

の
名

前
を

、

、
六
世
紀

後

半

に

つ

い
て

:

.、名

、

.
ヒ

世
紀

前
半

に

つ
い
て

.
二
名

(う
ち
六
名
は
重
複
)
あ

げ

て

い
る
。

彼

ら

の
活
動

に
対

し

て

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ
市

の
商
人

た
ち

は

.
圧
九
ヒ

年

ハ
ね

ソ

に
、
大
市

期

間

中

の
イ

ギ

リ

ス
人

の
当
市

で

の
取

引

を
禁

止
す

る

よ
う

に
市
参

事
会

に
要

望

し

て

い
る
。
な

お

、
後

述
す

る
よ
う

に
、

こ

の
時

イ

ギ
リ

ス
人
商

人

が

中
東

部

ド
イ

ツ
の
麻

織
物

の
生

産

地
域

と

接
触

し

た

こ
と

を
見

過

ご

し

て
は
な

ら
な

い
。

指

定
港

以
外

の
内

陸

の
都
市

の
な

か

で
、

イ
ギ

リ

ス
人
商

人

が
最

も
多

く

来
訪

し
、

数
卜

年

問

に
わ

た

っ
て
居
住

し

て

い
た

の
は
南

ド

イ

ツ

の

ニ

ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

で
あ

つ
ψ

ニ
ュ
ル

ン
ベ

ル
ク

に
初

め

て
イ
ギ

リ

ス
人
商

人

が
来

訪

し

た

の
は

・
五

六
九
年

の

こ
と

で
、
ヒ

○

年

代

に
は

同
市

に

居
住

す

る
者
も

現

わ

れ
た

。
市

参
事

会

は

七
九

年

に
イ

ギ

リ

ス
人

が
持

ち

こ

ん
だ
毛

織
物

に
課
税

し

て

い
る
。

イ

ギ

リ

ス
人
商

人

の
数

は

八

〇
年

代

に
増

加

を

続

け
、

一
六

世

紀
末

ま

で

に
少

な

く

と

も

.
八

人

が
居

住

し
、

そ

の
う

ち

の

、
人
、

ウ

ィ

リ

ア
ム

.
ス
ミ

ス

(芝
農
弩

○・
自
3
)
は

八

二
年

に
完
全

な

市
民

権

を
取

得

し
た

。

そ

の
ほ
か

、
○
名

が
居

住
権

ε
豊

N
Φ戸

ぎ
≦
。
7

コ
㊤

。鼻

。∩
魯
三
N<
霞
壽

巳

8
)
を

認

め

ら
れ

、

ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル

ク

の
女

性

と
結

婚

し
た

者

が
二
、人

い
た

。
イ

ギ

リ

ス
人
居
住

者

の
多

く

は



3916,17世 紀 ドイ ツに お け る イギ リス 毛織物 の 輸 入 ・仕Lげ ・販 売

表9.16世 紀 後 半 に ニ ュ ル ン ベ ル ク に 滞 在 し た イ ギ リ ス 人 毛 織 物 商 人

名 前

BabinSan.

Clement

Beitschier(Beschar),

Heinrich

Best,

Richard(Reirlhard)

Bewitsch

Heinrich

Born,Jan

andassociates

Brag,

Thomas

jBrugk,

,Johann

Collinoir,

Thomas

Granger,

Ruprecht

Kepis,

Eduard

LowyLose),

Thomas

N.Ruprecht(wentof

R.Usbnrn)

10碧脇rd

Parvish,

Edward

Parvish,

Henry

Patterson,

David

lPecock ,

Robert

Smith,

William

Walker,

William

W.-R,Baumann,叩,cit,,p.176.

住民権か
出身地 市民権を ニ ュル ンベ ル ク滞 在が 記録 されて い

取得した年

ヨ ー ク 一一
159ユ

ロ ン ドン 閥一
1569,1572.1580

〃 1588 1588,1593,1595,1507,1599,1602

〃 1575 1575,157fi

〃 1583 1569,1572,1530,1552,1553

』 幽一

1

1597

ロ ン ドン 15991597.1599

〃 一1569

i

〃 1593 1593--95,1597--99(1599年 と1602

国);1604年 ニ ュ ル ンベ ル クで 死 去

ij 1573 1573.1575

一 一 一 　 }
1580,1590,].592

f }m

1588 1588.1593

『 158 1588.1593-95

ロン ドン 1583 1,583,1590.1592

一 一一 一 一
1572-一 一BU,1590-93

　 一 一 1569年 にニ ュル ンベ ル クの 市民 権
一棄
,ア ウ ク ス ブ ル ク へ 行 くC,

㎜ }

152

凹』 1582 1584-一 一一91

㎜} 159 1579.1580
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「金

の
鷲

鳥

」

δ
。岡匹
2

①

O
き
。。
)
と

い
う

「当

時

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル

ク

で
最

も
占

い
、
最

も
大

き

な
宿

屋

」

に
居
住

し

て
、
商

品

も

こ

こ
に

保
管

し

て

い
た
。

そ

の
ほ
か
市

民

の
家

に
居
住

し

て

い
た
者

も

確

認
さ

れ

て
お

り

、

こ

の
点

で
、
市

民

か

ら
あ

る
程
度

隔

離

さ
れ

、
組
合

の

コ
ー
ト

の
規

制

を
受

け

て
共

同

生

活

を

送

っ
て

い
た

「
居
留

地
」

的

な
指

定

港

都

市

で

の
生
活

と

は
異

な

っ
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

(表

9

参
照
)。

.
ヒ
世

紀

に
入

る
と
事
情

は
変

っ
た

。

.
ヒ
世

紀
最

初

の

.
○
年

間

に

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル

ク
で
確

認

さ

れ
る

.
、
.名

の
イ

ギ
リ

ス
人

の
う

ち

届
住
者

は
僅

か

.

.名

で
、
他

の

.
○
名

は

い
ず

れ
も

指

定

港

の
シ

ュ
タ

ー

デ
に
移

り
、

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル
ク

へ
は
商

売

の
た
め

に
来
訪

す

る

こ
と

に

な

っ
た

。
イ

ギ

リ

ス
人

の
大

部
分

が

ニ
ュ
ル

ン

ベ
ル
ク

か
ら
引

上

げ

た

の
は
、

毛
織

物

に

つ
い
て

い
え

ば
、

シ

ユ
レ
ー
ジ

エ
ン

な

ど
内

陸

ド

イ

ツ
製

の
毛
織

物

の
競

争

が
始

ま

っ
て
、

イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
販
売

が
困
難

に
な

っ
た

か

ら
だ

と

い
わ

れ

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
し

て

一
ヒ
臥

紀
初

め

に
は

、

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル
ク
は

イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

の
染
色

・
仕

ヒ
げ

と

販
売

の
中
心

地
と

し

て

の
役
割

を
失

っ
て

い
た

。
た

だ

し

、
中
東

部

ド

イ

ツ
製

の
麻
織

物

の
染

色

・
仕

L
げ

の
中

心

地
と

し

て
、

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル

ク

の
麻
織

物
取

引

が
発

展

し
た

の

は
ま

さ

し
く

こ

の
時

期

で
あ

っ
た

こ
と
も
忘

れ

て
は

な

ら
な

い
。

最
後

に
そ

の
点

に
触

れ

て
お

こ
う

。

ザ

ク
セ

ン
か

ら

オ
ー

バ

ー

ラ
ウ

ジ

ッ
ツ
、

北
ボ

ェ
ー

メ

ン
、

シ

ュ
レ
ー
ジ

エ
ン
に
か
け

て
中

東

部

ド
イ

ツ
に
広
が

る
麻

織
物

の
生
産

地

帯

に
は
、
本

稿

が
対

象

と
す

る

.
六
世

紀
後
半

か
ら

一
ヒ
世

紀
半

ば

頃
ま

で
、

ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル

ク

の
商

人

が
進

出

し

て
、
大

量

の
麻
織

物

を

買
付

け

て
南

欧

の
大

市

で
売

り

さ

ば

い
て

い
た
。

そ

の
ば
あ

い
彼

ら

は
、

織
布

工

の

一
人

ひ
と

り

か

ら
買

付

け

る
ば

か
り

で
な
く
、

麻

織

工

ツ
ン

フ
ト

と

の
間

に

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

(N
巷
沖
冨

⊆h)
と

い
う

、
括

買

付

11
納

入

契

約

を

結

ん

で
、

ツ
ン

フ
ト

か
ら

.
括

し

て

買
付

け

て

い
た

。

ニ

ュ
ル

ン

ベ
ル

ク
商

人

が

現
地

の
麻

織

K

ツ
ン

フ
ト
と

の
問

で
結

ん
だ

「
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

の
契

約

は

.
○

○
○
件

ヘ
ロ

リ

を

こ
え

て

い
た

だ

ろ
う

、
と

い
わ

れ

て

い
る

。

こ
れ

は
、

ド

イ

ツ
の
問

屋
制

度

の
歴

史

L
独
自

の
形

式

と

し

て
注

口

さ
れ

て

い
る

が
、

こ

の
分

野

に
も

す

で
に
イ

ギ

リ

ス
人

が
進
出

し

て

い
た

こ
と

は
前

述

し

た
と

お
り

で
あ

る
。
最

後

に
、

こ

の
分

野

に
進

出

し
た

イ
ギ

リ

ス
人
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(
14

V

商

人

の
な

か

か
ら

三
人

を

選

ん

で
紹

介

し

よ
う

。

e

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン

(芝
葭
β。
ヨ

切
巴
鳥
三

巳

ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
は
指
定

港

の
三
市

ば

か
り

で
な

く
内

陸

の
大

市

都

市

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ
を

訪

れ

、

一
五
九

八
年

に
同
国

人

プ

ル
ト

(≦
葭
①ぎ

勺
集

)
と

組

ん

で
イ

ギ

リ

ス
毛

織
物

を

販
売

し

て

い
た
。

ラ
イ

プ

ノ

　

ケ

ケ

　

ツ
ィ

ヒ
で
は

バ
イ

ヤ

ー

(ピ
爵

窃

望

く
①
ご

が

彼

の
代

理
商

を

つ
と

め
、

ハ
イ

ン
通

り

の
バ
イ

ヤ

ー

の
住

居

に
織
物

の
店
を

開

い
て

い
た

。

毛
織

物

の
販
売

か

ら
麻
織

物

の
買
付

に
進

み
、
ザ

ク
セ

ン
か

ら

シ

ユ
レ

ー
ジ

エ
ン

に
か

け

て
麻

織

L

に
対

す

る
前

貸

を

展

開

し
、

[
ツ

ン

ヒ

じ
　

ス

フ
ト

カ
ウ

フ
」

の
契

約

を

締

結

し

た

。
最

初

の
契

約

は

、

、
五

九

七
年

に

ケ

ム

ニ

ッ

ツ
の

ツ

ン

フ
ト
と

の
問

で
結

ん
だ

。

充

○

○

反

の

粗

麻
織

物

(六
〇

エ
レ
の
長
さ

の

ω
6ぎ
〔
幕

言
壽

巳

)
と

七

〇

〇

枚

の

タ

オ

ル

の
買

付

契

約

で
、

翌
年

と

一
六

〇

一
、年

に

は
あ

の
ヴ

ィ

ア

テ
ィ

ス

ーー
ペ
ラ
ー
商

会
と

組

ん

で

「
ツ
ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

を
結

び

、

一
六

〇

二
年

に

は

シ

ユ
レ
ー

ジ

エ
ン

の
グ

ラ
イ

フ

ェ
ン

ベ
ル

ク
で
も

麻
織

物
を

買

付

け

て

い
る
。

そ

の
ほ

か
ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
は

ロ
ン
ド

ン
の
ジ

ャ
ク

ス
ン
商

会

(↓
ぎ
日
9・
。。
俸

零
∩冨
巳

冨
∩冨
o
類
)
と
も

組

ん

で
、

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ
に
共

同

の
毛

織

物

保
管

用

の
倉

庫

を
設

け

、

ド

レ

ス
デ

ン
、

チ

ョ

ッ
パ

ウ
で
麻
織

物

と

テ
ー
ブ

ル
ク

ロ
ス
を
買

付

け

、

一
六

〇

一
年

に
は

フ
ラ

イ

ベ

ル
ク

の
麻
織

工
と
も

三
年

間

の
買
付

契
約

を

結

ん

で

い
る
。

フ
ラ
イ

ベ

ル
ク
に
居

住

し

て
、

遅
く

と
も

、
六
〇

七
年

ま

で
に
市
民
権

を
取
得

し

た
が

、

こ

の
頃

に
は

ジ

ャ
ク

ス

ン
商

会

と

の
関

係

は
解

消
し

て

い
た
。
彼

は
ま

た
、

ミ

ュ
ン
ス
タ

ー
地

域

の
麻

織
物

の
輸

出
港

で
あ

っ
た

エ
ム
デ

ン

で
こ

の
麻
織

物
輸

出

を
仕

切

る
有

力

な

ブ

ロ
ー

カ
ー

の

一
人

で
も

あ

っ
た

。

ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ
ン
が

マ
ー
チ

ャ
ン
ト

・

ア
ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ
ラ
ー
ズ

組
合

に
所

属

し

て

い
た

か
ど

う

か

は
不

明

で
あ

る
。

彼

が
組

合
員

で
な

か

っ
た
と

い
う

陳

述

が
あ

る

、
方

で
、

彼

は

ニ

ュ
ー

・
マ
ー
チ

ャ
ン
ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ
ラ
ー
ズ
組

合

の
メ

ン
バ
ー
と

し

て
、

、
六

、
八
年

六

月

に
結

ば

れ

た

こ

の
新

組
合

と

ハ
ン
ブ

ル

ク
市
と

の
協

定

の
署

名

人

の

一
人

で
も

あ

っ
た

。

ロ

ウ

ィ

リ

ア
ム

・
ク

ラ
ド

ッ
ク

(芝
謹
竃

O
毒
ま

。簿

)

一
五
九

〇
年

頃

指
定

港

の
シ

ユ
タ

ー

デ

で
イ
ギ

リ

ス
毛

織

物
を

売

っ
て

い
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た

が

、

こ

こ

か

ら

ハ

ン
ブ

ル

ク

、

ラ
イ

プ

ツ

ィ

ヒ
、

リ

ュ
ー

ネ

ブ

ル

ク

、

プ

ラ

ハ
な

ど

を

訪

れ

て

売

り

こ

み

、

ア

ド

ヴ

ェ

ン
チ

ャ

ラ

ー

ズ

の

活

動

を

禁

止

す

る

帝

国

令

(
.
κ
九
七
年

)

が

出

た

あ

と

も

、

こ

れ

に
違

反

し

て

活

動

を

続

け

た

。

一
六

〇

〇

年

に

は

ド

イ

ツ
製

の
家

具

、

什

器

を

イ

ギ

リ

ス

へ
輸

入

し

、

翌

年

か

ら

ハ

ン
ブ

ル

ク

に

居

住

し

て

シ

ユ
タ

ー

デ

と

取

引

し

た

。

ド

イ

ツ
製

の
麻

織

物

の

シ

ユ
タ

ー

デ

へ
の
販

売

で

は

、

フ

レ

ッ
チ

ャ

ー

角

げ
。
ヨ
霧

閃
醇

魯

巴

と

並

ん

で
最

有

力

商

人

で

あ

っ
た

。

た

と

え

ば

、

」
六

〇

.
一年

に

は

麻

織

物

四

三

パ

ッ

ク
、

一
充

五

バ

レ

ル

、

、
.
、
一
ボ

ッ

ク

ス

(
四

五

万

リ

ュ
ー

ベ

ッ

ク

・
マ
ル

ク

相

当

)

を

扱

っ
て

い
る

。

ラ

イ

プ

ツ

ィ

ヒ

で
も

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

を

売

っ
て

シ

ユ
レ

ー

ジ

エ
ン
製

の
麻

織

物

を

買

っ
て

い
た

が

、

ボ

ー

ル

ド

ウ

ィ

ン

の
よ

う

に

現

地

の
麻

織

工

と

接

触

し

て

い
た

か

ど

う

か

は

不

明

で
あ

る

。

ロ

ン
ド

ン
商

人

ジ

ャ

ク

ス

ン

(日
ぎ

ヨ
。・
。・

冒
畠

ω
8

)

の
代

理

商

に

な

っ
た

こ
と

も

あ

り

、

.
六

二

年

に

は

ロ

ン
ド

ン

の

オ

ル

ダ

ー

マ

ン

・
コ

ケ

イ

ン

の

た

め

に

麻

織

物

五

パ

ッ
ク

、

四

1
2
バ

レ

ル

、

.

.
七

ボ

ッ

ク

ス
を

マ
グ

デ

ブ

ル

ク

と

リ

ュ
ー

ネ

ブ

ル

ク

か

ら

ハ

ン

ブ

ル

ク

へ
運

ん

で

、

イ

ギ

リ

ス

へ
船

積

み

し

て

い
る

。

ク

ラ

ド

ッ
ク

は

、

エ
リ

ザ

ベ

ス

一
世

の
時

代

に
創

設

さ

れ

た

特

権

貿

易

カ

ン

パ

ニ
ー

の

一
つ
、

「
イ

ー

ス
ト

ラ

ン

ド

・
カ

ン

パ

ニ
ー

」

(
.
五
ヒ

八
年

設
立

の
組

合

員

で

あ

り

、

.
六

.
六

年

か

ら

一
八

年

ま

で

新

マ

ー

チ

ャ

ン

ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ

ー

ズ

組

合

の
代

理

人

で
あ

っ
た

が

、

ド

イ

ツ

で

は

イ

ン

タ

ー

ロ
ー

パ

ー

(非

組
合

員
)

の
活

動

を

続

け

て

い
た

。

日

エ
ド

ワ

ー

ド

・
ウ

ェ

ス
ト

ン

(匿

壽

a

毛

Φ
。。
8
・
)

ウ

エ

ス
ト

ン
は

一
五

八

〇

年

代

か

ら

ロ

ン

ド

ン
商

人

カ

ス

バ

ー

ト

(竃
帥
三

⇔

(
15

〕

〇
三
喜

Φ
包

の
代

理
商

を

し

て

い
た
が

、

.
六

世
紀

末

に
は
自

分

の
商

売

で

ラ
イ
プ

ツ
ィ

ヒ

の
大

市
を

訪

れ

て
、
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

を

売

り

は
じ

め
た

。

一
六

〇

〇
年

以
降

ゲ

ル
リ

ッ
ツ
に
代

理
商

フ
レ

ン

ツ

ェ
ル

(〉
ヨ
耳
。
ω諺

㌍

①目
巴

を

置
き

、

ウ

ェ
ス
ト

ン
自

身
も

ゲ

ル

リ

ッ
ツ
に
滞
在

し
た

記

録

が

あ

る
。

こ

の
代

理
商

の

フ
レ

ン

ツ

ェ
ル
は
、

一
六

〇

六
年

に

ロ

ン
ド

ン

の
カ

ス
バ
ー

ト

(ウ

ェ
ス
ト

ン
の
主

人
)

の
た

め

に
麻

織

工
と

欄
ツ

ン

フ
ト

カ
ウ

フ
」

の
契

約
を

結

ん

で

い
る

が
、

同
年

に
破

産

し

て
行
方

を

く

ら
ま

し

た
。

翌

〇
七

年

に

ケ

(
協

}

イ

ト

リ
ー

角

ぎ
ヨ
窃

閑
①碍
プ
ニ
巳

が
代

理

商

に
な

っ
た

が
、

ゲ

ル
リ

ッ
ツ
で
長

く

ウ

ェ
ス
ト

ン

の
代

理
商

を

努

め
た

の
は

グ

レ

ン

ツ

エ
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角
。
σ
野

O
議
罠

Φ
V
で
あ

っ
た

よ

う

で

あ

る

。

ち

な

み

に

、

グ

レ

ン

ツ

ェ
の
娘

と

結

婚

し

た

ロ
ジ

ャ

ー

角

ぎ

ヨ
器

即
轟

①
こ

は

の

ち

に

ゲ

ル

リ

ッ

ツ

で

ケ

イ

ト

リ

ー

の
代

理

商

を

し

て

い

る

。

ウ

ェ
ス

ト

ン

に

つ

い

て

は

、
六

↓
、
○

年

と

二

.

.年

に

、

ブ

レ

ス

ラ

ウ
市

民

コ
イ

ト

翁

。
σ
奮

凶
亀

じ

と

の
取

引

の
記

録

の
な

か

に

「
ゲ

ル

リ

ッ

ツ

の
イ

ギ

リ

ス

入

エ
ド

ワ
ー

ド

・
ウ

ェ
ス
ト

ン
」

と

記

さ

れ

て

い

る

。

彼

は

ま

た

新

マ
ー

チ

ャ

ン
ト

・
ア

ド

ヴ

ェ

ン
チ

ャ

ラ
ー

ズ

組

合

の
組

合

員

で

、

同

じ

、
六

、
.○

年

に

は

ス

ペ
イ

ン
と

も

貿

易

を

し

て

い
る

。

な

お

、

同

姓

同

名

の

エ
ド

ワ

ー

ド

・
ウ

ェ
ス

ト

ン
が

↓

六

.
、
四
年

に

ナ

イ

ト

に
昇

進

し

、

議

会

の
議

員

に

な

っ
て

い
る

が

、

彼

と

同

一
人

物

で
あ

る

か

ど

う

か

は

不

明

で

あ

る

。

同

じ

よ

う

に

、

、
五

九

〇

年

頃

シ

ユ
タ

ー

デ

に
滞

在

し

て

い
た

ウ

ェ
ス

ト

ン

臼
ヨ
・
芝
婁

8

)
も

彼

で

あ

る

か

ど

う

か

疑

わ

し

い
。

注(
1
)

≦
㌔

圃

Ud
黛。
ロ
ヨ
弩

戸

毫

・
Ω
卦

℃
」

鳶

」

轟
Q。.

(
2
)

芝
㌔

四

bd
p。
ロ
ヨ
毬

戸

起

・
9
野

O
.
二
〇。
.

(
3
)

た

だ

し

、

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

の
再

輸

出

に

つ

い

て

は

.
レ
.ジ

ャ

ッ

ペ

ン

(...シ

ュ
ト

ゥ

ー

バ

ー

)
、

カ

ー

ジ

ー

は

.
シ

ャ

ッ

ペ

ン

(
.
、
シ

ユ

ト

ゥ
ー

バ

ー

)

の
関

税

を

徴

収

し

た

。

ト

ン
税

は

.
隻

に

つ
き

七

ギ

ル
ダ

ー

で
あ

っ
た

。

(
4
)

≦

-
即

じU
窪

B
き

戸

§

騨
ミ

;
,

一
切
㎝
」

罫

(
5
)

芝

.
-
即

⇔d
。ρ
億
日
琶

ρ

轄

・
ミ

`
℃
」

恥
。。
」

ら
9

な

お

、

ハ
ン
ブ

ル

ク

で
も

イ

ギ

リ

ス
人

よ

り

南

ネ

ー

デ

ル

ラ

ン
ト

か

ら

の
来

住

者

の
方

が

ず

っ
と

多

く

、

¢ロ
「o
o
臨
霧

鉱

に
商

人

や

船

・E
を

中

心

に

新

来

住

者

の
町

が

成

疏

し

た

。

ア

ム

ジ

ン

ク
家

や

べ
ー

レ

ン

ベ

ル

ク

家

は

こ

の
時

か

ら

続

い

て

い
る

商

人

一
族

で

あ

る

。

(
6
)

毛

織

物

、
反

の
関

税

は
外

国

人

が

四

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

・
シ

リ

ン
グ

で
あ

っ
た

の

に

対

し

て

、

ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

ズ

は

.
シ

リ

ン

グ

で
あ

っ

た

。

新

産

業

が

興

り

、

新

市

場

が

開

か

れ

た

時

に

こ

の
機

会

を

巧

み

に

利

川

し

て

発

展

し

た

都

市

の
例

と

し

て

、

リ

ュ
ー

ベ

ッ
ク

に

対

す

る

ハ
ン

ブ

ル
ク

の
関

係

は

ブ

リ

ュ

ッ

へ

(
ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
)

に

対

す

る

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
関

係

に

似

て

い
る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

デ

ノ
レ

レ

　

(
7
)

.
し

世

紀

初

め

の
英

国

は

、

基

本

的

に

原

料

と

半

製

品

を

輸

出

し

、
駐

要

な

」
業

製

品

を

ド

イ

ツ
、

イ

タ

リ

ア

、

オ

ラ

ン

ダ

、

北

欧

な

ど

か

ら

輸

入

し

て

い
た

。

こ

の

こ
と

は

、

マ
ー

チ

ャ

ン

ト

・
ア
ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

ズ

組

合

の
井

記

の
記

述

G
o
ぎ

≦

7
①
①
δ
男

『
鳶
ミ

謝
⑩
o
、
O
o
ミ
ミ
6⇔
、
6
♪
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一
〇
〇
じ

か

ら

も

明

ら

か

だ

、
と

レ

ヴ

ィ
は

述

べ

て

い
る

。
=
.
日
①
<
ど

b
ミ

ミ
ミ

鴇
}
食
漆
。・、
さ
ミ
ミ

甜
§

蕊

匙

肉
亮

N§

織
"
一
旨

○。
・
ψ

り
◎

ホ

ー

プ

の
会

計

簿

に

よ

れ

ば

、

ハ
ン
ブ

ル

ク

か

ら

英

国

へ
運

ば

れ

た

主

要

な

商

品

は

、

.
亙

六

.、.1

六

八

年

に

は

麻

織

物

、

羊

毛

、

亜

麻

で

、

六

九

年

以

降

次

の

も

の
が

加

わ

っ
た

。

中

南

部

の

フ

ァ
ス

テ

ィ

ア

ン

(バ

ル

ヘ

ン
ト

)
、

金

属

の
薄

板

、

真

鍮

、

ワ

イ

ア

ー

、

鉄

製

品

、

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

の
金

物

、

東

部

の
ブ

レ

ス

ラ

ウ

の
あ

か

ね

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

の
銅

、

イ

タ

リ

ア

の
絹

、

最

高

級

の
絹

製

品

、

西

ア
ジ

ア

と

イ

ン
ド

の

胡

椒

そ

の
他

の
香

藤

料

、

綿

。

な

お

、

.
五

三

五

年

の

ア

ン
ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

の
夏

の
大

市

を

訪

れ

た

,
三

、
人

の

ア

ド

ヴ

ェ
ン
チ

ャ

ラ
ー

ズ

の
な

か

で
、

持

ち

こ

ん

だ

毛

織

物

の
総

額

の

約

半

分

を

.
ヒ

人

(
.
三

%

)

の
商

人

が

扱

っ
て

い
た

。

≦

-
即

じd
窪

日
。・
コ
戸

起

.
自
野

,

窃

刈
・
δ
鱒

ロ

ン
ド

ン
か

ら

ハ

ン
ブ

ル

ク

へ

の

毛

織

物

輸

出

に

要

し

た

経

費

に

つ

い
て

は

表

6

を

参

照

。

.
五

六

七
ー

六

八

年

に

ア

ン

ト

ウ

ェ
ル

ペ

ン

か

ら

ロ

ン

ド

ン

へ
搬

人

さ

れ

た

商

品

に

つ

い

て
は

、

中

沢

勝

、一、

前

掲

書

、

第

、一章

を

参

照

。

(
8
)

芝

・
-
即

しd
磐

日
雪

P

竜

』

蹄
こ
b
」

蒔
9

5

ρ

(
9
)

名

㌔

即

じd
き

ヨ
磐

戸

§

、
9
針

O
」

①
Q
ー

一
⑤
拝

表

7

を

参

照

。

.
七
世

紀

初

め

に

シ

ュ
タ

ー

デ

に

は

Q。
鋤
ヨ
器

一
〉
ζ
o
屋
①
団

(主

人

は

〉
匡
㊦
同
ヨ
印
ロ

巨
O
謹
①
)'

∪
鋤
昆
巴

〉
謎
α
Φ
「
白。
o
昌

(菊
胃
7
餌
「
畠

<
Φ
口
=
)・

白

田
冨
ヨ

じ口
巴
ロ
謹
ぢ

(≦
.已
同鋤
ヨ

勺
Φ
昌
コ
覧
碧
汀
①
「
)
」
≦
【
・
Ud
①
『
①
ω
ho
巳

(↓
置
o
ヨ
器

O
o
o
臨
ヨ
①
罫

〉
匡
費

ヨ
pρ
欝

い
o
毛
ρ

日
ロ
o
ヨ
霧

ζ

〇
三
。。o
巳

瑚

芝

≡
訂
ヨ

O
轟

儀
位
o
o
7

(
↓
『
o
ヨ
霧

」
p。
o
認

o
ロ
・

〉
匡
2
ヨ
餌
訂

O
o
6
屏
四
《
コ
①
Y

日
『
o
ヨ
㊤
。。

訳
①
邸
げ
酢
帯

(国
◎
毛
舘

傷

≦
げ
ω
8
コ
)
噂
ピ

プ
鵠

竃

o
話
①
《

(力
帥
鵠
二
p。
犀

ζ
鋤
ロ
コ
《
コ
ゆq
Φ

卿

O
ρ
)
咽
』
o
げ
口

O
曲
Φ
江

(日
げ
阜

日
登ρ
ω

冨

o
犀
ω
o
コ
)
・

空

〔
7
9ρ
三

力
餌
芝
。。8
『
ヨ

(=

o
コ
巴

O
轟

昌
ゆ
皿
O
)
噌

Qり
曽
目
口
巴

≦

讐
房

(〉
罷
霞
ヨ
帥
コ

い
o
芝
ρ

↓
げ
O
ヨ

霧

ζ
〇
三
ω
O
ロ
)
噂
国
血
-

≦
母

ユ

芝

①
ω
8
=

(O
⊆
9

σ
Φ
昌

ζ

四
註

も

な

ど

の

イ

ギ

リ

ス

人

代

理

商

が

い
た

が

、

彼

ら

の

な

か

に

は

主

人

に

雇

わ

れ

て

い
た

者

も

独

立

の
代

理

商

も

お

り

、

自

分

の

商

売

の
た

め

に

ド

イ

ツ
人

の
代

理

商

を

使

っ
て

い
た

者

も

い
た

。

ま

た

、

ロ

ン

ド

ン

の
輸

出

商

の

な

か

に

は
年

一
〇

〇

〇

反

以

L

の

毛

織

物

を

輸

出

し

て

い
た

有

力

な

表6.ロ ン ドンか らハ ンブル クへ送 られた イギ リス毛 織

物1Pack← ・10クロス)の 平均価格(1566-一 一72年 〉

(リューベ ック ・マ ル ク)

X450)

(45)

(5)

{2.1)

(502.1

 

dS£

0

ロンドンの卸売価格

船積み までの経費

ハ ンブルクまでの運賃

ハンブルクの輸入関税

ハンブルクでの価格

50

5

11

J

5516.

W-R.F3aumann,op.cit.,p.X57.

表7.ロ ン ドンからシュターデへ送 られたイギ リス毛織

物1Pack(=10ク ロス)の 平均価格(1601年)

£1リ ューベ ック ・マ ル ク)

(540)

(63)

(fO3)

X792)

 

60

7

67

88

ロ ン ドンの卸売価 格

シュターデまでの運賃と輸入関税

シュ ターデで の価 格

平均 の 販売 価格

W-R.Baumann,op.cit.,p.ユ63.
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商

人

も

い
た

が

、

マ

ニ
ン

グ
商

会

は

中

位

の
輸

出

商

で
あ

っ
た

。

(
10

)

三

名

は

』
o
ぎ

ゆ
黛。
「δ
を

(}
o
『
磐

口

bd
母

一〇
)
・
}
o
。。
①
O
げ

Qり
0
8

ρ

訂

箒
8

一〇
覚

を

o
薄
o
コ

G
o
ゴ
磐

コ

冨

菌

①
§

↓
芝

葺

o
コ
)

で

あ

る
。

こ

の
う

ち

、

バ

ー

ロ
ウ

は

.
六

〇

九

年

に

ミ

ュ
ン

ス

タ

ー

の

女

性

と

結

婚

し

て
市

民

権

を

取

得

し

、

ほ

ぼ
毎

年

ロ

ン
ド

ン
を

訪

れ

、

.
六

、
○

、

一
年

に

は

ロ

ン

ド

ン

に
代

理

商

(金

匠

の

〉
「
臼

母

b尊
鋤
ω
ω
Φ
こ

を

置

い
て

い
た

。

ス
ー

ン
は

一
五

八

九

年

に

ミ

ュ

ン

ス

タ

ー

の
女

性

と

結

婚

し

て
市

民

権

を

取

得

し

て

い

る
。

.
六

〇

四
年

に

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

で
毛

織

物

を

買

い

つ
け

て

い
る

が

、

シ

ユ

タ

ー

デ
と

も

ロ

ン
ド

ン
と

も

取

引

を

し

て
、

定

期

的

に

訪

ケ

ロ

ベ

ヒ

　
　
ス

れ

て

い
た

。

ウ

ォ
ト

ン
は

、
六

〇

四
年

に

シ

ユ
タ

ー

デ

で
イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

八

反

と

麻

織

物

四

九

反

を

バ

ー

タ

!

取

引

し

て

い
る

。

ミ

ュ
ン

ス

タ

ー

の
市

民

登
録

簿

に
は

、

イ

ギ

リ

ス
人

ヨ

ハ

ン

・
ラ

ン

ス

ロ

ッ
ト

・
ウ

ィ

ト

ン
と

い
う

者

が
妻

(O
①
。・
①

じ口
Φ
『
ロ
臼
ω
)
と

六

人

の
r

供

を

連

れ

て

.

六

〇

.
年

に

グ

ロ

ニ
ン
ゲ

ン
か

ら

ミ

ユ
ン

ス

タ

ー

へ
移

っ
て

、
市

民
権

を

取

得

し

た

、

と

記

載

さ

れ

て

い
る

と

い
う

。

一
六

..、七

年

に

は

エ

ム

デ

ン

か

ら

着

い
た

ス

ペ
イ

ン

の

ぶ

ど

う

酒

の
船

荷

を

ミ

ュ
ン

ス
タ

ー

で
受

け

と

っ
て

い
る

。

≦

.
-
即

じ⇔
き

白
鋤
蒙

・
起

辱
ミ

ξ
〉
切
O
窪

α
冥

P

な

お

、

.
五

四

三

年

か

ら

」
六

〇

五

年

の

問

に
、

二

〇

人

以

ヒ

の

ア

ド

ヴ

ェ
ン

チ

ャ

ラ

ー
ズ

が

毛

織

物

の
販

売

と

絹

織

物

そ

の
他

の
買

い

つ
け

の

た

め

に

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

の
大

市

を

訪

れ

て

い
る

。

(
11

)

芝

㌔

圃

ゆ
曵・
諾
ヨ
雪

芦

起

・
自
卦

P

}
①
N

(
12

)

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

に

お

け

る

イ

ギ

リ

ス

人

商

人

に

つ

い
て

は

、

芝

・
-
即

bd
鋤
¢
ヨ
留

戸

起

』

馬野

℃
.
一
鵯

1

一
Q。
P

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ス

ミ

ス
は

チ

ェ

シ

ャ
ー

の

O
箆
冨

轟

げ
の
生

ま

れ

、

オ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

で
学

ん

だ

の
ち

ロ

ン
ド

ン
に

出

て

「
小

闘

物

商

組

合

」

の
組

合

員

に

な

っ
た

。

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

へ
移

っ
た

の

は

一
五

七

〇

年

代

末

で

、

八

〇

年

に

同

市

民

の
末

亡

人

と

結

婚

し

て

五

人

の

r

供

を

設

け

た

。

八

.

.年

に
市

民

権

を

取

得

し

た

が

、

九

傭
年

に

こ

れ
を

放

棄

し

て
イ

ギ

リ

ス

へ
帰

り

、

一
六

一
八

年

に

死

去

し

た

。

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

の
女

性

と

結

婚

し

た

他

の

庶
人

は

、

ヨ

ー

ク
出

身

の

バ
ビ

ン

ス

ン

(Ω

Φ
日
①
葺

bd
⇔。
ぼ
霧

o
戸

.
五

九

.
年

結

婚

)
、
と

ロ

ン

ド

ン
出

身

の
グ

ラ

ン

ジ

ャ

ー

(即
o
σ
Φ
轟

O
鑓

舞
σq
Φ
き

,
五
九

七

年

結

婚

)

で

あ

る
。

グ

ラ

ン
ジ

ャ
ー

は
妻

と

別

居

し

て
イ

ギ

リ

ス

に

い
た

こ
と

も

あ

っ
た

が

、

.
六

〇

四

年

に

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

で

死

去

し

た

。

(
13
)

諸

田

實

「
.
六

、

一
七

世

紀

中

東

部

ド

イ

ツ
麻

織

物

工

業

に

お

け

る

『
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
』

(
『
商

経

論

最

』

-
六
ー

四

)
、

酬
バ

ル

ト

ロ

メ

ウ

ス

・
ヴ

ィ

ア

ィ

ス
ー

南

ド

イ

ツ
麻

織

物

商

の
生

涯

と

遺

産

」

(
『商

経

論

最

』

.
九

1

.

.)

(
14
)

以

下

の
三

人

の
経

歴
と

活

動

に

つ

い

て
は

、

芝

㌔

菊
・
Ud
き

B
き

P

§

・
自
野

>
O
O
①
ロ
α
冒

卜。
寄
.二
人

の
う

ち

ボ

ー

ル
ド

ウ

ィ

ン
と

ウ

ェ
ス
ト

ン
は

オ

バ

ン
と

ク

ン

ツ

ェ
の
著

潜

(○

〉
¢
σ
貯

戸

〉
・
開
目

N
ρ

卜
馬
言
§

偽
濤
震
鴫
黛
鳶

§

犠

卜
臨

部
§

q
駐
ミ
N

執ミ

審

ミ

簿

§

ミ

ミ

瓢
譜

ミ
。。簿

貯
き
叙

N
ミ

N
侮
蹄

亀
勇

N
富
嵩
論
隷
諏
黛
誉
矯
一り
蒔
O
)

に
名

前

が

載

っ
て

い
る

。

(
15

)

カ

ス

バ

ー

ト

は

ク

ー

ヴ

ェ

(ζ
篇・
「膏

囚
旨

≦
①
)

と

同

一
人

物

と

思

わ

れ

る

が

、

ク

ー

ヴ

ェ
の
代

理

商

に

は

ウ

ェ
ス
ト

ン

の

ほ

か

に
オ

ー

バ

ー
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ト

ン

(ピ
⇔
芝
「
窪

需

○
<
①
二
〇
こ

も

い
た

。

オ

ー

バ

ー

ト

ン

は

ラ

イ

プ

ツ

ィ

ヒ

の

大

市

で

、

ま

た

大

市

と

次

の
大

市

の

問

に
も

、

ハ
イ

ン

通

り

の

自
。'
口
ω

U
帥Φ
q
貯
7

の
家

で

イ

ギ

リ

ス
毛

織

物

を

売

っ
て

い
た

.

、
κ

八

八
1

、
六

〇

ヒ

年

の
問

に

た

び

た

び

ケ

ム

ニ

ッ

ッ
に
滞

在

し

て

テ

ー

ブ

ル

ク

ロ

ス
と

タ

オ

ル
を

漂

泊

し

、

、
五

九

、.、年

に
は

ク

ー

ヴ

ェ
の
代

理

商

と

し

て

西

ザ

ク

セ

ン

で

ヴ

ェ
イ

ル

用

の
布

を

.
、
四

〇

グ

ル

デ

ン
田貝

い

つ
け

て

い

る

。

ハ

ン
ブ

ル

ク

に

居

住

し

、

.
六

〇

、一、年

に

は

ド
イ

ツ
各

地

か

ら

シ

ュ
タ

ー

デ

へ
送

る

繊

維

品

(麻

織

物

?
.)

の
取

引

で
大

き

な

シ

ェ
ア

ー

を

も

つ
イ

ン
タ

ー

ロ
ー

パ

ー

の

.
人

で
あ

っ
た

。

芝

㍉

即

じU
蝉
仁
臼
pρ
目

聾
起

'
9
野

〉
℃
O
ゆ
薮

騨

P

(
16

)

ケ
イ

ト

リ

ー
は

ロ

ン

ド

ン
出

身

、

、
六

〇

、..年

七

月

の
シ

ユ
タ

ー

デ

の
船

ド

(℃
卑
嘆

ζ

0
3

鋤
ヨ
)

の
毛
・
紙

の
な

か

に
、

ケ

イ

ト

リ

ー

が

彼

の

船

の
荷

t

の

.
人

で

あ

っ
た

と

あ

る

。

、
七

世

紀

初

め

に

は

、

中

東

部

ド

イ

ツ

の
麻

織

r

に
前

貸

を

し

て

い
た

商

人

の

、
人

で

、

オ

バ

ン
と

ク

ン

ツ

ェ
の
箸

書

に
も

閑
Φ
≦
互

戸

↓
『

の
名

前

が

あ

る

。

-
六

〇
九

年

に

シ

ェ
ト

ル

ペ

ン

の

麻

織

」

ツ

ン

フ
ト

と

「
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

の
契

約

を

結

び

、

・

一
年

に

グ

ラ

イ

フ

ェ
ン

ベ

ル

ク

で

シ

ュ

ル

ツ

の
r

供

の
代

父

と

記

さ

れ

て

お

り

、

.

.
一年

に

も

麻

織

n
と

「
ツ

ン

フ
ト

カ

ウ

フ
」

の
契

約

を

結

ん

で

い
る

。

こ

の

時

に

は

、

麻

織

n

が
契

約

に

違

反

し

て

同

じ

品

物

を

他

の
商

人

に
も

納

人

し

て

い
る

、
と

非

難

し

て

い
る

。

.
六

、

.
年

以

降

に

は

ハ
ン
ブ

ル

ク

で

対

英

貿

易

を

行

っ
て

い
る

が

、

四

〇
年

代

に

ゲ

ル

リ

ッ

ツ

で
結

婚

し

、

凹
ロ

ン
ド

ン

の
有

力

な

商

人

」

と

呼

ば

れ

た

。

を

■
-

即

bu
曽
ロ
ヨ
⇔
p
戸

§

・
亀
野

〉
℃
b
Φ
口
伽
騨

卜Q
・


